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奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

令和6年7月31日現在

人　口／ 2,877 人
　男　／ 1,347 人　女　／ 1,530 人　世帯数／ 1,629 戸

　 町のニュース
　 中学校だより
　 国際交流員

　 議会だより　ＶＯＬ．191
　 お知らせ
　 ヘルスメイト ほか

第13回奈半利町ちびっこトライアスロン第13回奈半利町ちびっこトライアスロン



　
毎
年
恒
例
の
こ
の
大
会

で
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
操

法
で
の
タ
イ
ム
を
競
っ
た
り

と
日
頃
の
訓
練
で
培
っ
た
体

力
と
技
術
を
競
い
ま
す
。

き
び
き
び
と
し
た
消
防
団

員
の
皆
さ
ま
の
動
き
を
見

て
い
る
と
、
と
て
も
頼
も
し

く
感
じ
ま
し
た
。

　
日
頃
の
訓
練
、
ま
た
は

当
日
の
暑
い
中
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

　7
月
28
日（
日
）に
、
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部

に
お
い
て
、
中
芸
消
防
署
と
中
芸
5
カ
町
村
の
消

防
団
が
参
集
し
、
令
和
6
年
度
消
防
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　このイベントは、交流人口の拡大や観光振
興を図ることを目的として「みなとオアシス奈
半利」の関連事業として、平成２２年度から実
施しています。
　今年は東京をはじめ、高知県内外の小学生
約７０人が参加しました。
　スタートと同時に子どもたちは透き通る青
い海へ飛び込み、太平洋の大海原を望む当町
の海岸を自転車で疾走し、最終のマラソンで
は、降り注ぐ日差しの中、美しい海の見えるふ
るさと海岸を走り抜け、ゴールした子どもた
ちの顔は達成感に満ちあふれていました。
　参加した子どもの中には、「入賞できなくて
悔しかったので、来年も参加したい」という声
や、保護者からは、「すばらしいイベントなの
で、子どもたちのために今後も続けてほしい」
などのうれしい声をいただきました。
　ちびっこトライアスロンを支えていただき
ました関係者の方々、会場周辺の住民の皆様
のご理解ご協力に感謝いたします。

　令和６年７月２８日（日）に、みなと未来会議の主催、奈半利町の共催で
「第１３回奈半利町ちびっこトライアスロン」が開催されました。

第13回奈半利町ちびっこトライアスロン開催！！

令
和
6
年
度

消
防
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

小児生活習慣病予防健診実施について
　７月30日に奈半利町保健センターにおいて、小学5年
生と中学2年生、3年生を対象に、子どもたちが自らの健
康に関心を持ち、規則正しい生活習慣を身に付けること
を目的とした小児生活習慣病予防健診を行いました。

◆　　　◆

　健診の事前学習として、ヘルスメイトさんの皆さんの
ご協力のもと、栄養教室を開催し、一日に必要な野菜の
摂取量350グラムの計量体験と、野菜の取り方や栄養バ
ランスについて学習しました。

◆　　　◆

 また、当日小学５年生７人、中学２年生５
人、中学３年生13人の参加があり、身長・体
重・腹囲測定、血圧測定、生活習慣チェック
の問診、血液検査を行いました。子どもたち
の感想としては、「初めての健康診断は、緊
張したけど自分の健康について多くのことを
学んだ」「採血が思っていたより痛くなかっ
たし、体の状態が知れてよかった」「生活習慣を見直すことができた」な
ど、自らの身体に関心をもち、健康を意識するよいきっかけとなったという
感想が多く聞かれました。今後も、子どもたちが健康的な生活を送ることが
できるよう、実践につながる健康教育に取り組んでまいります。

　
米
ケ
岡
里
山
フ
ェ
ス
は
、
小
学
校
ま
で
の

お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
族
を
対
象
と
し
、
米

ケ
岡
地
区
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
農
業
に
親
し

む
機
会
の
な
い
子
ど
も
た
ち
に
自
然
豊
か
な

里
山
で
の
米
作
り
体
験
、
棚
田
に
生
息
す
る

生
き
物
観
察
や
昆
虫
採
集
な
ど
、
農
作
業
を

通
じ
た
「
食
」
の
大
切
さ
、
「
自
然
を
守

る
」
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
、
里
山
の
魅
力

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
集
落
維

持
・
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
米
ケ

岡
地
区
の
住
民
主
導
の
も
と
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
２
回
目
の
米
ケ
岡
里
山
フ
ェ
ス
は
８

月
３
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
家
族
24
人
と
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
生
活
体
験
学
校
周
辺
の
池
や
水
路
で

の
生
き
物
観
察
や
昆
虫
採
集
の
ほ
か
、
昼
食

時
に
は
奈
半
利
町
婦
人
会
の
協
力
を
得
て
流

し
そ
う
め
ん
の
体
験
な
ど
、
米
ケ
岡
地
区
な

ら
で
は
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
、
米

ケ
岡
地
区
に
親
し
み
や
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
２
回
米
ケ
岡
里
山
フ
ェ
ス
を
開
催

◀ なはり広報　No.3563



☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

令和６年度 奈半利児童クラブみんなのおうち防災訓練
　８月30日（金）奈半利児童クラブみんなのおうちで防災訓練を
実施しました。

◆　　　◆
　昨年に引き続き、南海トラフ巨大地震を想定し、ヘルメットの
着脱や、火災が起きた際の消火をスムーズにできるようにする訓
練でした。
　訓練の内容としては、ヘルメットの着脱練習をし、避難タワー
まで実際に避難するというものでした。ヘルメットの着脱では、
１年生は初めてということもあり、一人でできない児童がいまし
たが、支援員の補助もあり、早く完了することができました。避
難タワーへの移動は、あいにく雨天のため行くことはできません
でしたので、避難ルートや移動する際の配置の説明がありまし
た。消火訓練では、バケツリレーをし、２チームに分かれ、どち
らが先にゴール地点のバケツをいっぱいにできるのかを競いまし
た。両チーム真剣に、楽しく訓練を終了することができました。
　最後に、予定時間より早く終わることができたため、毛布で簡
単にできる担架づくりも行われました。

支援員より      　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ●
　子どもたちに災害が起きた際に、自ら身を守るための行動を身
につけてもらいたいとの思いから、楽しく体験を通して、日常生
活にも役立てる内容にしてみました。子どもたちは想像以上に、
上手に周りのお友達と協力をしながら参加してくれました。

　
令
和
６
年
８
月
８
日

（
木
）
、
奈
半
利
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
奈
半
利
町
体
育

会
主
催
の
令
和
６
年
度
奈
半
利

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

◆
　
　
　
◆

　
本
大
会
は
、
申
込
者
の
実
力

や
経
験
年
数
に
よ
り
当
日
ペ
ア

を
決
定
す
る
方
式
の
、
参
加
者

同
士
の
交
流
を
兼
ね
た
大
会

で
、
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
年
の
参
加
者
は
、
町
内
外

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
を
中
心
に

７
ペ
ア
14
人
の
参
加
が
あ
り
、

鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
や
ラ
リ
ー
の

応
酬
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
量

を
表
す
よ
う
な
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
優
勝
、
準
優

勝
を
か
け
た
試
合
で
は
、
ど
ち

ら
も
引
け
を
取
ら
ず
、
見
て
い

る
こ
ち
ら
が
緊
張
し
て
し
ま
う

ほ
ど
の
白
熱
し
た
試
合
で
し

た
。

　
閉
会
式
で
は
、
優
勝
、
準
優

勝
ペ
ア
に
、
表
彰
状
と
賞
品
が

贈
呈
さ
れ
、
最
後
に
、
参
加
者

全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。

　

　
奈
半
利
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

は
、
奈
半
利
小
学
校
体
育
館
で

毎
週
月
曜
・
木
曜
の
午
後
８
時

か
ら
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
興
味
の
あ
る

方
、
楽
し
く
運
動
を
さ
れ
た
い

方
は
、
一
度
練
習
を
の
ぞ
い
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

奈
半
利
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催☆

大
会
結
果
☆

優
勝

　
　
岡
村
・
島
田
ペ
ア

準
優
勝

　
　
長
谷
川
兄
弟
ペ
ア

優勝：岡村、島田ペア 準優勝：長谷川兄弟ペア

参加者集合写真 大会様子

担
架
づ
く
り

ヘ
ル
メッ
ト
着
脱
練
習

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　現在、６年生8人・５年生2人・４年生4人・３年生1人・２年生3人の計１8人で活動しています。
　練習日は【月曜日１７：００～】【水曜日１７：００～】【土曜日１３：３０～】で小学校のグラウンドで行っていますので、
どの学年の子どもさんでも大歓迎です。興味のある方は気軽にお越しください。よろしくお願いします。

　７月２０日（土）には、保護者の方と一緒にバーベキューをして親睦を深め
ました。子どもたちは、スイカ割りや花火など楽しい時間を過ごしたことで
した。練習や試合だけでなく楽しいイベントもたくさんありますので、興味
のある方は気軽にお越しください。よろしくお願いします。

　奈半利スポーツ少年団は、選手権大会で２勝
するなど力をつけてきました。８月４日（日）
には、６年生最後の公式戦【葉山大会】に出場
してきました。結果は、野市東部ライオンズに
４対２で負けてしまいましたが、接戦の中で子
どもたちは持っている力を十分に出していたと
思います。９月からは、５年生主体の新チーム
として活動していきます。これからも温かいご
声援よろしくお願いします。
※また野球に興味のある小学生は、いつでも練
習に遊びにきてください！

公式戦の成績

小学生野球選手権大会
７月６日（土）　　城ノ平グラウンド

奈半利スポーツ少年団　　７―２　四万十川スポーツ少年団
７月７日（日）　　城ノ平グラウンド

奈半利スポーツ少年団　１２―３　伊野ベアーズ
７月１３日（土）　城ノ平グラウンド

奈半利スポーツ少年団　　０―７　東山ボーイズ

弥太郎杯
７月２８日（日）　安芸球場

東部地区６年生合同チーム　１―２　宮里マックス（沖縄県）

葉山大会
８月４日（日）　東津野中学校

奈半利スポーツ少年団　２―４　野市東部ライオンズ

◀ なはり広報　No.3565



部活動などの記録部活動などの記録

キャリア教育講演会キャリア教育講演会
　７月８日 (月 )、高橋　惇先生をお招きし、「一歩ふみだす勇気　～挑戦する力をきみに～　」と題して、キャ
リア教育講演会を行いました。奈半利町人権教育研究協議会を兼ねておりましたので、保護者や地域の方も
参加してくださいました。高橋先生は、大学生の時に自転車で日本一周に挑戦。その後、さまざまな経験に挑み、
幾多の挫折を経験しながらも、その中で工夫する力、乗り越える力を身に付けてきたそうです。高橋先生のお
話を聞いた生徒の感想に多く出てきた言葉は、「今しかできないことは、今しかできない」「一歩ふみだしたら
いいことがある」「意外となんとかなる」「キミは、キミの人生の主人公」「人は見てないし、気にしていない」「恩
送り」でした。これから不安になったときや迷ったとき、これからのキーワードや高橋先生のお話を思い出し、
前に進んでくれることを願っています。

【卓球部】　高知県中学校総合体育大会　7/23（火） 24（水）高知県民体育館
団体：予選トーナメント　　●奈半利　０ ― ３　一宮○
個人：松村瑠樹亜さん（3年）、竹﨑悠人さん（3年）、別府大輝さん（3年）、西内陽翔さん（２
年）が出場　2回戦進出ならず

【陸上部】 U１６　国体予選　7/6（土） 7（日）  春野運動公園陸上競技場
森田龍我さん(３年)　円盤投げU16　第3位　26m67（自己ベスト）　
　　　　　　　　　　ジャベ U16　第2位　44m52（自己ベスト）
　　　　　　　　　　円盤投げ 国予　25m11
中川　葵さん(３年)　1000m  2分56秒17（自己ベスト）
　　　　　　　　　　 800m  2分12秒03（自己ベスト）
門脇颯太さん(３年) 　1000m  3分21秒89（自己ベスト）  
吉良祐也さん(２年) 　1000m  4分08秒57
川崎陽音さん(１年) 　1000m  3分16秒42（自己ベスト）

高知県中学校総合体育大会  7/20（土）21（日）　春野運動公園陸上競技場
川崎陽音さん（１年）　１年1500m　 5分25秒27
矢田采聖さん（２年）　２年100m予選　12秒49（自己ベスト）   　
中川　葵さん（３年）　 800m　第7位　2分13秒99
森田龍我さん（３年）　砲丸投げ　 第10位　９m13（自己ベスト）

佐々木記念西条ひうち記録会　7/28（日）　西条市ひうち陸上競技場
森田龍我さん(３年)　円盤投げU16  第3位　26m97（自己ベスト）　ジャベ 47m70（自己ベスト）第1位

【吹奏楽部】高知県吹奏楽コンクール　8/5（月）高知県民文化ホール　　
奈半利・安田・田野・北川中学校合同吹奏楽部　金賞 代表　
吹奏楽部のための≪木挽歌≫　KOBIKI-UTA FOR BAND
2年生：松村優姫奈さん、小松仁姫さん、松岡実希さん、山中
友里愛さん　　
１年生：利岡柚希さん、長岡乃愛さん、西山くるみさん
8/23（金）に行われる第72回全日本吹奏楽コンクール四国
支部大会（松山市）に出場

【野球部】　安芸市長旗中学校選抜野球大会（安芸中） 7/6（土）　安芸市営球場及び補助球場
１回戦　○奈半利・田野・馬路　７ ― ０　県安芸●
２回戦　●奈半利・田野・馬路　０ ― ３　野市・夜須○

　　　　　　高知県中学校野球選手権大会　8/12（月）　高知球場 
１回戦　＋●奈半利・田野・馬路　２ ― ４　宿毛・宿毛東○

科学の甲子園ジュニア　高知県大会　予選　7/7（日）　高知県立青少年センター
出場チーム：「期待しないでください」（２年生：坂本悠吏さん、松村優姫奈さん、山中友里愛さん）
　　　　　 「勝ちます　Ｔ」（１年生：内川大嘉さん、川崎陽音さん、堀川夏希さん）

　「期待しないでください」は、109チーム中、上位13チームに選ばれ、科学の甲子園本戦に出場（8/25（日）高知
県教育センター）

生徒の感想より

　私は今日、講演を聞いて、今までの自分と惇さ
んは違う考え方をしているのが分かりました。
私は、すぐあきらめるくせがあるけど、惇さん
は「今しかできないことは、今しかできない」と
いう考え方をもって、がんばって次のことをど
んどん達成していっているのがすごいと思い、
あこがれになりました。

　惇さんは、小学校のころの夢をどれだけ批判
されても努力を重ねて、今かなっていて、私も
惇さんのように、努力を重ねて、いい大人にな
りたいと改めて思いました。

　私は今回の講演で、自分の夢を他の人にバカ
にされても、一歩踏ふみ出して希望を捨てな
かったら、成功する可能性があるということが
分かりました。私も絵を描くことが好きで、将
来はイラストレーターになって、たくさんの人
に笑顔になってほしいと思っています。でも、
うまく描けなかったりして、あきらめそうにな
るときがあるけど、先生のお話を聞いて、とて
も勇気をもらいました。あきらめるのは簡単
だけど、また同じことをやり直すのはむずかし

いと思っているので、これからも夢に向かって
頑張っていきます。また、「今しかできないこと
は、今しかできない」という言葉が特に心に残
りました。だから、今の中学生生活も全力で楽
しんで、辛いことも家族や仲間に助けてもらっ
て乗り越えていこうと思いました。

　私は、高橋の先生のお話を聞いて、いろんな
驚きや発見がありました。一つ目は、してくれ
たことを返すのも大切だけど、そのしてくれた
ことを他の人に他の人に・・・と「恩送り」をする
ことが大切ということです。確かにそうする
と、幸せがつながっていくなと思ったので、私
も実際にしていきたいです。二つ目は、社会の
教科書は、周りの大人たちということです。私
は、まだ社会に出たことがないので分からな
いけど、しっかり周りの人たちを観察して、学
んでいきたいなと思いました。私は、高橋先生
のお話を聞いて、「今しかできないことは、今
しかやれない」ので、挑戦したり、他の人に反
対されても本当にやりたいことがあれば、頑
張ってみようと思いました。聞きたいと思いま
した。

　

奈半利・安田・田野・北川中学校合同吹奏楽部定期演奏会
９月21日（土）13時開演　田野町ふれあいセンター

森田龍我さん
ジャベリックスロー

　第１位
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部活動などの記録部活動などの記録

キャリア教育講演会キャリア教育講演会
　７月８日 (月 )、高橋　惇先生をお招きし、「一歩ふみだす勇気　～挑戦する力をきみに～　」と題して、キャ
リア教育講演会を行いました。奈半利町人権教育研究協議会を兼ねておりましたので、保護者や地域の方も
参加してくださいました。高橋先生は、大学生の時に自転車で日本一周に挑戦。その後、さまざまな経験に挑み、
幾多の挫折を経験しながらも、その中で工夫する力、乗り越える力を身に付けてきたそうです。高橋先生のお
話を聞いた生徒の感想に多く出てきた言葉は、「今しかできないことは、今しかできない」「一歩ふみだしたら
いいことがある」「意外となんとかなる」「キミは、キミの人生の主人公」「人は見てないし、気にしていない」「恩
送り」でした。これから不安になったときや迷ったとき、これからのキーワードや高橋先生のお話を思い出し、
前に進んでくれることを願っています。

【卓球部】　高知県中学校総合体育大会　7/23（火） 24（水）高知県民体育館
団体：予選トーナメント　　●奈半利　０ ― ３　一宮○
個人：松村瑠樹亜さん（3年）、竹﨑悠人さん（3年）、別府大輝さん（3年）、西内陽翔さん（２
年）が出場　2回戦進出ならず

【陸上部】 U１６　国体予選　7/6（土） 7（日）  春野運動公園陸上競技場
森田龍我さん(３年)　円盤投げU16　第3位　26m67（自己ベスト）　
　　　　　　　　　　ジャベ U16　第2位　44m52（自己ベスト）
　　　　　　　　　　円盤投げ 国予　25m11
中川　葵さん(３年)　1000m  2分56秒17（自己ベスト）
　　　　　　　　　　 800m  2分12秒03（自己ベスト）
門脇颯太さん(３年) 　1000m  3分21秒89（自己ベスト）  
吉良祐也さん(２年) 　1000m  4分08秒57
川崎陽音さん(１年) 　1000m  3分16秒42（自己ベスト）

高知県中学校総合体育大会  7/20（土）21（日）　春野運動公園陸上競技場
川崎陽音さん（１年）　１年1500m　 5分25秒27
矢田采聖さん（２年）　２年100m予選　12秒49（自己ベスト）   　
中川　葵さん（３年）　 800m　第7位　2分13秒99
森田龍我さん（３年）　砲丸投げ　 第10位　９m13（自己ベスト）

佐々木記念西条ひうち記録会　7/28（日）　西条市ひうち陸上競技場
森田龍我さん(３年)　円盤投げU16  第3位　26m97（自己ベスト）　ジャベ 47m70（自己ベスト）第1位

【吹奏楽部】高知県吹奏楽コンクール　8/5（月）高知県民文化ホール　　
奈半利・安田・田野・北川中学校合同吹奏楽部　金賞 代表　
吹奏楽部のための≪木挽歌≫　KOBIKI-UTA FOR BAND
2年生：松村優姫奈さん、小松仁姫さん、松岡実希さん、山中
友里愛さん　　
１年生：利岡柚希さん、長岡乃愛さん、西山くるみさん
8/23（金）に行われる第72回全日本吹奏楽コンクール四国
支部大会（松山市）に出場

【野球部】　安芸市長旗中学校選抜野球大会（安芸中） 7/6（土）　安芸市営球場及び補助球場
１回戦　○奈半利・田野・馬路　７ ― ０　県安芸●
２回戦　●奈半利・田野・馬路　０ ― ３　野市・夜須○

　　　　　　高知県中学校野球選手権大会　8/12（月）　高知球場 
１回戦　＋●奈半利・田野・馬路　２ ― ４　宿毛・宿毛東○

科学の甲子園ジュニア　高知県大会　予選　7/7（日）　高知県立青少年センター
出場チーム：「期待しないでください」（２年生：坂本悠吏さん、松村優姫奈さん、山中友里愛さん）
　　　　　 「勝ちます　Ｔ」（１年生：内川大嘉さん、川崎陽音さん、堀川夏希さん）

　「期待しないでください」は、109チーム中、上位13チームに選ばれ、科学の甲子園本戦に出場（8/25（日）高知
県教育センター）

生徒の感想より

　私は今日、講演を聞いて、今までの自分と惇さ
んは違う考え方をしているのが分かりました。
私は、すぐあきらめるくせがあるけど、惇さん
は「今しかできないことは、今しかできない」と
いう考え方をもって、がんばって次のことをど
んどん達成していっているのがすごいと思い、
あこがれになりました。

　惇さんは、小学校のころの夢をどれだけ批判
されても努力を重ねて、今かなっていて、私も
惇さんのように、努力を重ねて、いい大人にな
りたいと改めて思いました。

　私は今回の講演で、自分の夢を他の人にバカ
にされても、一歩踏ふみ出して希望を捨てな
かったら、成功する可能性があるということが
分かりました。私も絵を描くことが好きで、将
来はイラストレーターになって、たくさんの人
に笑顔になってほしいと思っています。でも、
うまく描けなかったりして、あきらめそうにな
るときがあるけど、先生のお話を聞いて、とて
も勇気をもらいました。あきらめるのは簡単
だけど、また同じことをやり直すのはむずかし

いと思っているので、これからも夢に向かって
頑張っていきます。また、「今しかできないこと
は、今しかできない」という言葉が特に心に残
りました。だから、今の中学生生活も全力で楽
しんで、辛いことも家族や仲間に助けてもらっ
て乗り越えていこうと思いました。

　私は、高橋の先生のお話を聞いて、いろんな
驚きや発見がありました。一つ目は、してくれ
たことを返すのも大切だけど、そのしてくれた
ことを他の人に他の人に・・・と「恩送り」をする
ことが大切ということです。確かにそうする
と、幸せがつながっていくなと思ったので、私
も実際にしていきたいです。二つ目は、社会の
教科書は、周りの大人たちということです。私
は、まだ社会に出たことがないので分からな
いけど、しっかり周りの人たちを観察して、学
んでいきたいなと思いました。私は、高橋先生
のお話を聞いて、「今しかできないことは、今
しかやれない」ので、挑戦したり、他の人に反
対されても本当にやりたいことがあれば、頑
張ってみようと思いました。聞きたいと思いま
した。

　

奈半利・安田・田野・北川中学校合同吹奏楽部定期演奏会
９月21日（土）13時開演　田野町ふれあいセンター

森田龍我さん
ジャベリックスロー

　第１位

Vol.71
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外国語指導助手

　皆さん、こんにちは！メガンと申します。出身はアメリカのテキサス州
です。
　今年卒業したアメリカの大学では、執筆と日本語を勉強しました。一
昨年、東京の法政大学へ留学し学生にアメリカの文化や大学生活につい
て教えました。文化交流のために日本の高校で英語のボランティアもし
ました。これらは私にとって人生が変わるような素晴らしい経験となり、
日本の文化や教育にとても興味を持っています。
　趣味は旅行と料理で、メキシコ・ジャマイカ・フランスなどの国へ行った

ことがありますが、日本でもたくさん旅行をしたいと思っています。茶道や書道などいろいろな伝統文
化を経験してみたいです。料理については、アメリカ料理とイタリア料理を作りますが和食の作り方も
学びたいです。
　今学期から中学校の外国語指導助手として働くことになりました。
　まだまだ日本語が得意ではないですが、もっと勉強してたくさんの住民の方と会ってお話ししたいで
す。よろしくお願いします！

　皆さん、はじめまして。キーランと申します。オーストラリアのパース市
出身です。
　今年から奈半利町の小学校とこども園で外国語指導助手として働き
ます。
　私は、高校１年生の時に留学生として日本の山口市へ行き、文化交流
を経験しました。その経験から国際交流と言語を学ぶことに価値がある
と思うようになりました。この経験を生かして奈半利町の学生たちと交

流し、英語の勉強を手伝いたいと思っています。
　また、ハイキングや自然の中で時間を過ごすことが大好きなので、自然が美しい奈半利町に来るこ
とができてとてもうれしいです。西オーストラリア州はあまり山がないので、山を探検することを特に
楽しみにしています。
　まだ奈半利町に来たばかりですが住民の皆さんの優しさを感じ、本当に奈半利町に来て良かったと
思っています。
　これから皆さんとお話できることを楽しみにしていますので、ぜひ声をかけてください！
　よろしくお願いいたします。

☆  こんにちは奈半利町 ☆

☆  初めての奈半利町 ☆

Mahula Maegan
マフラ　  メガン

Daly 　Kieran
デーリー　キーラン

新しいALTを奈半利町にお出迎え！

　当町の外国語指導助手（ALT）として新しく働く、アメリカ出身の
Mahula Maegan　（マフラ・メガン）さんとオーストラリア出身の
Daly Kieran（デーリー・キーラン）さんを高知龍馬空港でお出迎えを
しました。
　今後につきましては、子どもたちの授業及び行事の参加や、住民の
方を対象とした英会話教室の開催などの教育活動を実施してまいりま
すので、皆様のご支援を賜りますようお願いいたします。
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○
令
和
５
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
決
算
見
込

み
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
収
支
の
状
況
は
、
５
月
31

日
の
出
納
閉
鎖
後
、
計
数
の
整
理
を

し
た
結
果
、
一
般
会
計
で
は
、
歳
入

総
額
31
億
9
、
3
3
3
万
円
、
歳
出

総
額
31
億
6
2
9
万
円
で
、
翌
年
度

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
5
、
6
3
4

万
円
を
差
し
引
き
、
実
質
収
支
額
は

3
、
0
6
9
万
円
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

歳
入
総
額
1
億
3
、
3
4
6
万
円
、

歳
出
総
額
1
億
2
、
6
4
9
万
円

で
、
実
質
収
支
額
は
6
9
7
万
円
、

ま
た
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

で
は
、
歳
入
総
額
8
、
4
2
1
万
円
、

歳
出
総
額
8
、
0
3
1
万
円
で
、
実

質
収
支
額
3
8
9
万
円
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
、
歳
入
総
額
4
億
9
、
2
6
8
万

円
、
歳
出
総
額
4
億
8
、
9
2
5
万

円
で
、実
質
収
支
額
は
3
4
3
万
円
、

ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
で

は
、
歳
入
総
額
6
、
1
5
8
万
円
、

歳
出
総
額
6
、
0
9
7
万
円
で
、
実

質
収
支
額
は
60
万
円
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

○
な
は
り
観
光
フ
ェ
ス
に
つ
い
て

　

春
の
大
型
連
休
が
始
ま
っ
た
４
月

28
日
（
日
）
に
、
奈
半
利
駅
前
広
場

を
会
場
と
し
て
、「
一
般
社
団
法
人

な
は
り
の
郷
」
主
催
に
よ
り
「
な
は

り
観
光
フ
ェ
ス
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
メ

イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
に
新
た
な
試
み
と

し
て
、「
子
ど
も
連
れ
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
」

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
、
子
ど
も
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も
た
ち
に
人

気
の
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子
ど

も
連
れ
の
ご
家
族
や
旅
行
者
の
方
々

を
含
め
、
約
3
、
0
0
0
人
が
訪
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
目
の
前
で
演
じ
ら
れ

る
シ
ョ
ー
に
夢
中
で
見
入
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
地
元
事
業
者
を

は
じ
め
近
隣
地
域
の
事
業
者
の
特
産

品
の
販
売
ブ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
出
店
も
あ
り
、
会
場
は
イ
ベ
ン
ト

終
了
ま
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　

今
後
も
地
域
活
性
化
、
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
観
光
イ
ベ
ン

ト
に
継
続
的
に
取
り
組
み
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
米
ケ
岡
地
区
集
落
維
持
・

活
性
化
事
業
に
つ
い
て

　

自
然
豊
か
な
米
ケ
岡
地
区
の
集
落

維
持
・
活
性
化
事
業
と
し
て
、
小
学

生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
ご
家
族
を

対
象
に
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
住
民
主
導
の
も
と
で
の

米
作
り
や
野
菜
作
り
な
ど
の
農
業
体

験
を
は
じ
め
、
自
然
環
境
の
観
察
な

ど
に
親
し
む
機
会
を
通
じ
て
、
農
業

や
自
然
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

米
ケ
岡
地
区
へ
の
親
し
み
や
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
る
。

　

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
と
し
て

は
、
田
植
え
や
さ
つ
ま
い
も
収
穫
な

ど
の
農
作
業
体
験
の
ほ
か
、
水
路
清

掃
な
ど
の
農
業
環
境
の
保
全
活
動
も

含
め
て
、
全
４
回
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、参
加
者
の
募
集
で
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
や
東
部

地
域
の
小
学
校
に
チ
ラ
シ
の
配
布
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
強
化
も
図
っ
た
。

　

第
１
回
の
６
月
１
日
（
土
）
に
は
、

８
家
族
20
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
田

植
え
体
験
の
ほ
か
水
田
に
生
息
す
る

生
き
物
の
観
察
会
を
通
じ
て
、
自
然

の
中
で
水
田
が
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
も
学
習
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
昼
食
を
奈
半
利
町
婦
人
会

の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
地

元
食
材
を
使
用
し
た
料
理
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
、
参
加
さ
れ
た
方
々

に
は
改
め
て
奈
半
利
町
及
び
米
ケ
岡

地
区
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た

も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　６月定例会は、６月12日に開会し、町長からの行政報告の後、報告
3件、承認4件、人事案件3件、条例1件、予算2件、議員発議1件の
各案件を原案どおり承認・可決し、14日に閉会した。一般質問は3人
が登壇し、一次産業の振興、災害用備蓄品、公園の維持管理などにつ
いて執行部の考えを質

ただ
した。

●令和６年　第2回定例会（6月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

VOL.191

◀ 議会だより　VOL.1919



○
防
災
夏
ま
つ
り
in
奈
半
利

町
に
つ
い
て

　

６
月
２
日
（
日
）
に
、
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
た
、
ミ
タ
ニ
建
設
工

業
株
式
会
社
と
の
協
働
に
よ
る
連
携

事
業
の
第
１
弾
と
し
て
、
防
災
啓
発

イ
ベ
ン
ト
「
第
１
回
防
災
夏
ま
つ
り

i
n
奈
半
利
町
」
を
奈
半
利
駅
前
広

場
及
び
緑
地
公
園
を
会
場
と
し
て
開

催
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
建

設
事
業
者
を
は
じ
め
安
芸
警
察
署
、

中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
や
、
多
く

の
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
開
催
で
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
。

　

会
場
内
で
は
、
起
震
車
へ
の
乗
車

体
験
を
は
じ
め
、
災
害
時
に
活
躍
す

る
車
両
の
展
示
や
重
機
の
試
乗
体
験

及
び
測
量
機
器
や
ド
ロ
ー
ン
の
操
作

体
験
の
ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や

防
災
ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
駅
前
広
場
で
は
、
地
元
事
業
者

を
は
じ
め
近
隣
地
域
の
事
業
者
の
特

産
品
の
販
売
ブ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
も
あ
り
、
多
く
の
来
場

者
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
終
了
ま
で
終
日

賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　

来
場
さ
れ
た
方
々
が
イ
ベン
ト
を
通

じ
て
、
今
年
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
や
豊
後
水
道
を
震
源
と
す
る
地
震

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
高
知
県
西
部

地
域
の
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
日
ご

ろ
か
ら
の
災
害
に
対
す
る
知
識
や
備

え
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
り
、
防
災
意
識
の
向
上

に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

○
い
き
い
き
生
涯
学
習
高
齢

者
大
学
院
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
た
、

い
き
い
き
生
涯
学
習
高
齢
者
大
学
院

は
、
長
年
、
横
川
遊
亀
壽
先
生
に
講

師
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
続

け
て
講
師
を
依
頼
し
た
い
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
が
、
先
生
の
体
調
の
こ
と
も

あ
り
、
令
和
６
年
度
か
ら
講
師
を
変

更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
横
川
先
生

に
お
か
れ
て
は
、
長
き
に
わ
た
り
本

町
の
生
涯
学
習
推
進
に
ご
支
援
い
た

だ
い
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
新
た
な
講

師
と
し
て
高
知
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
副
会
長
の
小
松
む
つ
子
先
生

を
お
迎
え
し
「
何
歳
で
も 

変
わ
れ

る
か
ら 

今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
」

を
学
習
目
標
と
し
て
、
５
月
23
日
に

開
講
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
が
、
講
義
や
工

作
な
ど
を
通
じ
て
、
新
た
な
学
び
を

楽
し
み
な
が
ら
仲
間
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
生
き
生
き

と
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
け
る
よ

う
、
年
間
10
回
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
計
画
し
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
参
加
さ
れ
る

方
々
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
有
意

義
な
内
容
と
な
る
よ
う
、
講
師
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

○
大
原
・
西
ノ
平
集
落
営
農

組
織
設
立
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
５
月
７
日
に
大
原
・
西

ノ
平
集
落
に
お
い
て
、
共
同
栽
培
等

を
行
う
こ
と
に
よ
り
農
家
所
得
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
集
落
の
農
地

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
耕
作
放
棄

地
の
発
生
を
防
止
し
、
集
落
に
お
け

る
農
業
生
産
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
集
落
営
農
組
織

が
設
立
さ
れ
た
。

　

町
と
し
て
は
、集
落
営
農
組
織
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗
り
越
え
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発
展
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
集
落
営
農
の

活
性
化
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

や
、
高
収
益
作
物
の
試
験
栽
培
・
販

路
開
拓
、
共
同
利
用
機
械
等
の
導
入

な
ど
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　

こ
の
他
、町
営
工
事
の
進
捗
状
況
、

中
芸
広
域
連
合
所
管
の
消
防
・
救
急

業
務
、
介
護
保
険
業
務
、
保
健
福
祉

業
務
、
火
葬
場
業
務
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

案
　
　
件

◆
報
　
告

○
令
和
５
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
議

会
に
報
告
す
る
も
の
。

　

繰
越
総
額
は
、
2
億
5
、
6
4
8

万
円
で
、
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国

県
支
出
金
1
億
1
、
5
2
4
万
円
、

町
債
8
、
4
9
0
万
円
で
あ
り
、
歳

出
の
主
な
も
の
は
、
土
木
費
8
、

8
9
7
万
円
、
消
防
費
6
、
6
1
0

万
円
、
民
生
費
4
、
4
1
6
万
円
。

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
工

事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
）

　

令
和
４
年
度
奈
半
利
港
水
門
設
置

工
事
に
つ
い
て
、
仮
設
工
に
お
い

て
、
自
動
車
の
交
通
量
が
多
く
、
自

転
車
・
歩
行
者
等
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
交
通
指
導
員
を
追
加
、
ま

た
水
替
工
に
お
い
て
、
海
水
の
逆
流

が
多
く
、
排
水
ポ
ン
プ
の
日
数
を
追

加
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
契
約

金
額
を
4
7
3
万
円
増
額
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
の
専
決
処
分

事
項
の
指
定
に
つ
い
て
（
令
和
５
年

12
月
13
日
議
決
）
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
専
決
処
分
し
た
の
で
、
地

方
自
治
法
第
1
8
0
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
訴

え
提
起
前
の
和
解
に
つ
い
て
）

　

町
営
住
宅
家
賃
請
求
に
関
す
る
訴

え
提
起
前
の
和
解
を
申
し
立
て
る
こ
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と
に
つ
い
て
、
町
長
の
専
決
処
分
事

項
の
指
定
に
つ
い
て
（
令
和
５
年
12

月
13
日
議
決
）
第
３
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
専
決
処
分
し
た
の
で
、
地
方

自
治
法
第
1
8
0
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

◆
承
　
認

○
奈
半
利
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
令
和
６
年
３
月
30
日
に
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
奈
半
利
町
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
令

和
６
年
４
月
１
日
に
施
行
す
る
必
要

が
あ
っ
た
が
、
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

専
決
処
分
を
行
っ
た
も
の
。

（
承
認
・
賛
成
者
全
員
）

○
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
が
令
和
６
年
３
月
30
日
に

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
奈
半
利

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
令
和
６
年
４
月
１

日
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
専
決
処
分
を

行
っ
た
も
の
。（

承
認
・
賛
成
者
全
員
）

○
令
和
５
年
度
奈
半
利
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

５
号
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
1
、
2
9
5
万
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
4

億
9
、3
2
0
万
円
と
定
め
る
も
の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
県
支
出
金

7
4
2
万
円
、
繰
入
金
4
5
4
万
円

を
減
額
す
る
も
の
で
、
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
保
険
給
付
費
1
、
1
9
7

万
円
を
減
額
す
る
も
の
。

（
承
認
・
賛
成
者
全
員
）

○
令
和
５
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
７
号
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
、
3
、
4
5
7
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
30

億
6
、5
0
2
万
円
と
定
め
る
も
の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交

付
税
1
、
1
1
3
万
円
を
追
加
し
、

県
支
出
金
1
、
1
4
6
万
円
、
繰

入
金
1
、
0
4
7
万
円
、
町
債
1
、

6
6
0
万
円
を
減
額
す
る
も
の
で
、

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
2
、

5
1
2
万
円
、
民
生
費
1
、
7
5
6

万
円
、
土
木
費
1
、
2
2
8
万
円
を

減
額
し
、
諸
支
出
金
4
、
8
6
4
万

円
を
追
加
す
る
も
の
。

（
承
認
・
賛
成
者
全
員
）

※
専
決
処
分
と
は

　

本
来
、
議
会
の
議
決
・
決
定
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
に
つ
い

て
、
議
会
を
開
会
す
る
時
間
的
余
裕

が
無
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
町
長

が
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
い

て
、
議
会
の
議
決
・
決
定
の
前
に
自

ら
処
理
す
る
こ
と
を
い
う
。

◆
諮
　
問

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と　

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て

三
氏
が
推
薦
、
議
会
の
意
見
を
求
め

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
三
氏
と
も
適

任
と
さ
れ
た
。

•
奈
半
利
町　

乙

　
　

田
所　

大
池　

氏

　
　
　
　
　

昭
和
24
年
8
月
27
日
生

•
奈
半
利
町　

乙

　
　

濱
中　

芳
久　

氏

　
　
　
　
　

昭
和
２６
年
２
月
２０
日
生

•
奈
半
利
町　

乙

　
　

伊
藤　

智　

氏

　
　
　
　
　

昭
和
29
年
6
月
28
日
生

（
適
任
：
賛
成
者
全
員
）

◆
条
　
例

○
奈
半
利
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
規

定
の
整
備
を
す
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
可
決
・
賛
成
者
多
数
）

　
◆
予
　
算

○
令
和
６
年
度
奈
半
利
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

１
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

1
5
9
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
5
億
2
、

4
8
3
万
円
と
定
め
る
も
の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
県
支
出
金

1
0
7
万
円
を
追
加
し
、
歳
出
の
主

な
も
の
は
、
総
務
費
1
3
5
万
円
を

追
加
す
る
も
の
。

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

○
令
和
６
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
１
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
3
、
0
9
2
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

34
億
8
、
3
9
2
万
円
と
定
め
る
も

の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出

金
2
、
5
9
6
万
円
を
追
加
す
る
も

の
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務

費
3
、
1
7
3
万
円
、
教
育
費
1
、

0
9
5
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

◆
発
　
議

　

（
提
出
者
：
瀬
川
崇
）

○
奈
半
利
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

　

議
会
運
営
の
公
正
、
事
務
執
行
の

適
正
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
奈
半
利
町
に
対
し
請
負
を
す
る
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者
で
あ
る
議
員
が
、
当
該
請
負
の
対

価
と
し
て
各
会
計
年
度
に
支
払
い
を

受
け
た
金
銭
の
総
額
や
請
負
の
概
要

な
ど
一
定
の
事
項
を
議
長
に
報
告

し
、
当
該
報
告
の
内
容
を
議
長
が
公

表
す
る
こ
と
と
す
る
な
ど
、
議
員
個

人
に
よ
る
請
負
の
状
況
の
透
明
性
を

確
保
す
る
た
め
定
め
る
も
の
。

（
可
決
：
賛
成
者
全
員
）

臨
　
時
　
会

（
8
月
5
日
）

◆
報
　
告

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損

害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す
る
こ

と
に
つ
い
て
）

　

当
町
公
用
車
の
公
務
運
行
中
に
起

こ
し
た
交
通
事
故
に
関
す
る
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
町
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指

定
に
つ
い
て
（
令
和
５
年
12
月
13
日

議
決
）
第
３
項
及
び
第
４
項
に
指
定

さ
れ
た
専
決
処
分
事
項
と
し
て
専
決

処
分
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
第

1
8
0
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
議

会
に
報
告
す
る
も
の
。

◆
契
　
約

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

町
所
有
の
バ
ス
１
台
を
更
新
す
る

た
め
、
令
和
６
年
度
奈
半
利
町
公
用

車
（
バ
ス
）
購
入
の
入
札
を
令
和
６

年
７
月
19
日
に
指
名
業
者
２
社
で
行

い
、
高
知
市
大
津
甲
2
7
4
番
地
１

　

高
知
日
野
自
動
車
株
式
会
社　

代
表
取
締
役　

濱
田
英
男
が
、
7
、

9
7
6
、
7
1
0
円
で
落
札
し
ま
し

た
の
で
、
同
業
者
と
物
品
購
入
契
約

を
締
結
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
可
決
：
賛
成
者
全
員
）

◆
予
　
算

○
令
和
６
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
２
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
5
3
0
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
34
億

8
、
4
4
5
万
円
と
定
め
る
も
の
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
53
万
円
を

追
加
す
る
も
の
で
、
歳
出
は
、
総
務

費
53
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

（
可
決
：
賛
成
者
全
員
）

　【表決の状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○、反対×

議　員　

　議　案　

大
西
洋
三

岩
内　

博

瀬
川　

崇

竹
﨑　

稔

川
島　

巧

坂
本
年
男

安
岡　

健

小
笠
原
良

中
川
和
明

木
下　

清

結　

果

税条例の一部を改正する条例の専決処分 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

国保税条例の一部を改正する条例の専決処分 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

R5国保事業特別会計補正予算第５号の専決処分 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

R5一般会計補正予算第７号の専決処分 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

人権擁護委員の推薦 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 適任

人権擁護委員の推薦 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 適任

人権擁護委員の推薦 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 適任

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 可決

R6国民健康保険事業特別会計補正予算第１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

R6奈半利町一般会計補正予算第１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

　臨時会（8月5日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議　員　

　議　案　

大
西
洋
三

岩
内　

博

瀬
川　

崇

竹
﨑　

稔

川
島　

巧

坂
本
年
男

安
岡　

健

小
笠
原
良

中
川
和
明

木
下　

清

結　

果

財産の取得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

R6奈半利町一般会計補正予算第２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

※　議長は表決をしないことになっています。
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耕作放棄地の解消策について
　農業振興に努めることにより
　　　　　　解消を図っていく/竹﨑町長

坂本　年男  議員

一
次
産
業
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て

問　
当
町
は
一
次
産
業
の
盛
ん
な
地
域

と
認
識
し
て
い
る
。
主
食
用
米
の
耕
作

面
積
は
７４‌
ha
、
高
収
益
野
菜
は
１２
　

ha
、

畜
産
は
牛
、
豚
、
養
鶏
が
多
く
飼
育
さ

れ
て
お
り
、
畑
は
４５‌
ha
、
ま
た
漁
業
は

定
置
網
漁
業
も
行
わ
れ
て
い
る
。
近

年
、
コ
ロ
ナ
禍
、
円
安
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
農
薬
、
肥
料
、

燃
料
な
ど
３０
％
～
４０
％
以
上
の
値
上
げ

が
あ
り
、
そ
れ
に
反
し
て
米
、
農
業
生

産
物
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
需
要
も
激
減

し
、
価
格
も
下
落
し
た
ま
ま
で
農
業
経

営
を
存
続
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
に
よ
り
農
地
の

維
持
が
非
常
に
困
難
と
な
り
、
耕
作
放

棄
地
が
多
く
、
地
域
の
環
境
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
現
在
、
中
山
間

交
付
金
も
出
て
い
る
と
思
う
が
、
除
草

作
業
な
ど
も
高
齢
化
に
よ
り
十
分
に
管

理
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
解
消
す
る
に
は
労
働
力
が
必
要

と
な
り
、
そ
れ
に
見
合
う
賃
金
が
支
払

え
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
肥
料
、
農

薬
、
燃
料
、
価
格
の
高
騰
に
対
応
す
る

た
め
、
国
や
県
な
ど
の
行
政
機
関
に
対

し
、
補
助
事
業
の
創
設
等
の
働
き
か
け

を
行
い
、申
請
、支
援
が
で
き
な
い
か
、

見
解
を
伺
う
。

答　
久
武
地
域
振
興
課
長

　

一
次
産
業
は
当
町
の
基
幹
産
業
と
し

て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
く
中
で
、
担
い
手
不
足
に
よ

る
農
業
の
後
継
者
問
題
等
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
、
近
年
の
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
に
よ
り
、
農
業
を
経
営
し
て
い
く

う
え
で
必
要
な
、
農
薬
や
肥
料
、
燃
料

の
価
格
が
高
騰
し
、
状
況
は
さ
ら
に
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。

　

耕
作
放
棄
地
問
題
に
つ
い
て
も
、
当

町
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
地
域
に
お
い

て
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

当
町
と
し
て
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
へ
の
参
画
や
、
集
落
営
農
へ

の
支
援
、
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
等
を
活
用

し
た
新
規
就
農
研
修
で
の
、
農
業
後
継

者
の
育
成
、
ま
た
、
生
産
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
に
既
存
ハ
ウ
ス
の
高
度
化

か
つ
、生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
、

園
芸
用
ハ
ウ
ス
等
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
な
ど
、
今
後
も
、
で
き
る
限
り
の
支

援
を
実
施
し
て
い
き
、
農
業
の
振
興
と

合
わ
せ
て
少
し
で
も
多
く
の
耕
作
放
棄

地
を
解
消
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

価
格
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
の
、
国

や
県
な
ど
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

肥
料
に
つ
い
て
は
、「
肥
料
高
騰
緊
急

対
策
事
業
費
補
助
金
」
と
し
て
令
和
４

年
か
ら
令
和
６
年
に
か
け
て
、
国
と
県

が
価
格
高
騰
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て

お
り
、
奈
半
利
町
の
実
績
と
し
て
は
、

延
べ
1
6
2
件
で
、
約
4
2
0
万
円
の

補
助
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
残
念
な
が

ら
、
今
後
の
予
定
は
な
い
。

　

続
い
て
、
燃
料
に
つ
い
て
は
、「
施

設
園
芸
等
燃
料
価
格
高
騰
対
策
」
と
し

て
、
国
の
制
度
で
施
設
園
芸
向
け
に
は

「
施
設
園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構

築
事
業
」
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、
燃
油

の
価
格
が
一
定
の
基
準
を
超
え
た
場
合

に
補
填
さ
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

当
町
の
令
和
３
年
度
か
ら
、
令
和
５
年

度
ま
で
の
直
近
３
年
間
の
実
績
と
し
て

は
、
延
べ
59
人
に
、
合
計
約
5
2
0
万

円
が
補
助
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
も
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
町
と
し
て
は
、
今
後
も
国
や
県
の

補
助
事
業
を
常
に
意
識
し
て
、
情
報
収

集
な
ど
を
行
い
、
一
次
産
業
に
従
事
す

る
方
に
と
っ
て
、
よ
り
有
利
な
制
度
を

活
用
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
機

会
を
と
ら
え
て
、
国
と
県
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
あ
る
程
度
の
補
助
が
出
て
い
る
よ

う
に
伺
っ
た
が
、
私
個
人
の
一
つ
の
意

見
と
し
て
、
１０
ａ
あ
た
り
い
く
ら
か
と

い
う
補
助
金
も
あ
る
が
、
そ
の
金
額
で

は
田
畑
の
管
理
は
難
し
い
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
こ
で
草
刈

り
な
ど
、
田
畑
を
維
持
す
る
た
め
の
労

働
力
と
し
て
町
で
雇
用
し
て
い
る
会
計

年
度
任
用
職
員
を
活
用
し
た
り
、
な
は

り
の
郷
へ
の
補
助
金
を
充
実
さ
せ
る
な

ど
し
て
、
少
し
で
も
放
棄
地
を
少
な
く

し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
う
。
最
終
的
に
農
地

を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
国
土

を
守
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
非
常
に

大
事
な
部
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　
竹
﨑
町
長

　

耕
作
放
棄
地
へ
の
対
策
と
し
て
は
、

農
地
所
有
者
の
方
の
労
力
を
軽
減
し
て

い
く
た
め
、
一
般
社
団
法
人
な
は
り
の

郷
で
農
作
業
の
受
委
託
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
受
委
託
に
つ
い
て
は
今
後

利
用
方
法
等
に
つ
い
て
検
証
し
、
見
直

し
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
、

担
い
手
、
後
継
者
の
育
成
や
、
農
産
物

の
六
次
産
品
化
を
進
め
、
付
加
価
値
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
な
ど
、
農
業

の
振
興
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

一
般

質
問
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奈
半
利
町
の
空
き
家
対

策
に
つ
い
て

問　
奈
半
利
町
に
お
い
て
、
空
き
家
対

策
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
空
き
家
の
所
有
者
に
連
絡
が
取
れ

て
い
る
の
か
、
そ
し
て
管
理
の
不
十
分

な
空
き
家
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
か
お
聞
き
し
た
い
。

　
答　
井
上
総
務
課
長

　
「
空
き
家
の
実
態
調
査
」
に
関
し
て

は
、
令
和
元
年
に
簡
易
水
道
等
の
使
用

状
況
な
ど
か
ら
、
空
き
家
の
状
況
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
住
宅
に
関
し
て
、
目
視

に
よ
る
外
観
の
状
態
確
認
な
ど
の
調
査

を
行
い
、
管
理
状
態
が
良
く
、
活
用
で

き
る
空
き
家
、
管
理
放
棄
に
よ
り
崩
壊

等
の
危
険
性
が
高
く
、
除
却
が
必
要
と

見
込
ま
れ
る
空
き
家
に
区
分
す
る
な

ど
、
空
き
家
情
報
の
管
理
に
つ
な
げ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
の
活
用
や
空
き
家
荷
物
処
分
費
等

補
助
金
、
老
朽
化
住
宅
除
却
事
業
補
助

金
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

補
助
金
の
支
援
制
度
の
周
知
等
を
促
す

た
め
、
固
定
資
産
税
の
納
付
書
の
発
送

時
期
に
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
な
ど
、
町

内
の
み
な
ら
ず
町
外
に
お
住
ま
い
の
所

有
者
や
相
続
人
の
方
々
に
対
し
て
も
、

空
き
家
の
適
正
管
理
や
有
効
活
用
に
向

け
た
啓
発
活
動
に
も
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

災
害
時
の
備
蓄
品
及
び

避
難
訓
練
に
つ
い
て

問　
防
災
備
蓄
品
に
つ
い
て
、
各
地
区

の
管
理
状
況
、
備
蓄
品
の
内
容
及
び
そ

の
備
蓄
品
に
対
し
て
の
管
理
体
制
及
び

検
査
を
、
町
と
し
て
実
施
し
て
い
る
か

お
聞
き
し
た
い
。
そ
し
て
、
行
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
検
査
状
況
及
び

ど
の
程
度
の
間
隔
で
行
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
今
後
の
検
査
時
期
及
び
体
制

を
お
聞
き
し
た
い
。

答　
井
上
総
務
課
長

　

町
の
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
防
災
セ

ン
タ
ー
、
奈
半
利
小
学
校
、
旧
加
領
郷

小
学
校
、
各
津
波
避
難
タ
ワ
ー
等
に
備

蓄
品
を
配
置
し
、
備
蓄
品
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
管
理
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
お

り
、
食
料
、
飲
料
水
の
ほ
か
、
毛
布
、

発
電
機
な
ど
の
備
品
や
資
機
材
に
つ
い

て
、
各
施
設
ご
と
の
品
名
、
数
量
を
記

録
し
、
食
料
や
飲
料
水
に
つ
い
て
は
保

存
年
限
を
記
録
し
、
そ
の
保
存
年
限
を

も
と
に
検
査
、
交
換
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
台

帳
に
よ
る
管
理
と
併
せ
て
、
年
に
１
度

は
、
町
職
員
に
よ
る
現
地
の
点
検
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
町
と
し
て
は
毎
年
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
各
地

区
が
独
自
に
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る

所
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
町
と
し

て
把
握
し
て
い
る
か
。
そ
し
て
町
と
し

て
、
そ
の
訓
練
に
補
助
を
行
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
今
後
そ
の
訓
練
を
町
内
の

地
区
全
体
に
奨
励
す
る
考
え
が
あ
る
か

お
聞
き
し
た
い
。

答　
井
上
総
務
課
長

　

地
区
独
自
の
避
難
訓
練
の
把
握
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町
の
避
難
訓
練

に
合
わ
せ
て
地
区
独
自
で
も
行
わ
れ
て

お
り
、
安
否
確
認
タ
オ
ル
の
活
動
や
資

機
材
の
点
検
な
ど
、
複
数
の
地
区
か
ら

ご
連
絡
、
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
状
、
こ
の
訓
練
に
対

し
て
の
補
助
金
は
な
い
が
、
訓
練
等
へ

の
参
加
に
よ
る
人
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
に
自
主

的
な
避
難
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
く
、
訓
練
の
実
施
状
況
を
広
報
等

を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
、
機
運
を
醸
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
備
蓄
内
容
に
つ
い
て
、
必
要
な
物

が
抜
け
落
ち
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
女

性
に
と
っ
て
生
理
用
品
は
必
要
不
可
欠

と
思
う
が
、
こ
れ
を
補
充
し
な
く
て
は

い
け
な
い
が
、
町
の
考
え
を
お
聞
き
し

た
い
。

答　
井
上
総
務
課
長

　

生
理
用
品
の
備
蓄
が
で
き
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
必
要
な
数
量
等
も
検

討
し
て
、
今
後
、
購
入
、
備
蓄
し
て
い

く
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　
問　
高
齢
者
に
と
っ
て
は
避
難
す
る
に

は
１
番
近
く
の
安
全
な
町
指
定
の
避
難

場
所
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
時
に
門
扉
が
普
段
施
錠
さ
れ
て
い

て
、
高
齢
者
は
遠
回
り
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
場
所
が
あ
っ
た
り
す
る
。
こ

れ
で
は
１
分
１
秒
を
争
う
と
き
に
高
齢

者
は
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
例
え

ば
奈
半
利
小
学
校
の
屋
上
が
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
る
が
、
学
校
の
東
側
の
入

り
口
２
か
所
は
通
常
施
錠
さ
れ
て
お

り
、
役
場
の
職
員
が
来
な
い
と
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
ま
た
屋
上
ま
で
の
上

り
階
段
の
最
後
の
階
段
が
か
な
り
急
に

な
っ
て
い
て
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
上

り
切
る
の
に
は
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
。
こ
の
点
を
改
善
し
て
ほ
し
い
と
、

避
難
対
象
地
区
の
住
民
か
ら
は
要
望
が

出
て
い
た
り
し
て
い
る
。
他
の
場
所
に

お
い
て
も
条
件
が
違
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
避
難
場
所
ま
で
到
達
す
る
の
に
高

齢
者
に
は
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
場

所
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
体
力
が
な

く
、
運
動
能
力
が
低
下
し
て
い
る
高
齢

者
を
対
象
に
し
た
道
程
の
設
定
及
び
整

備
を
し
て
ほ
し
い
と
思
う
、
町
の
考
え

を
お
聞
き
し
た
い
。

答　
竹
﨑
町
長

　

避
難
場
所
の
小
学
校
に
つ
い
て
の
ご

指
摘
で
あ
る
が
、
普
段
施
錠
を
し
て
い

る
と
緊
急
時
に
困
る
と
い
う
こ
と
も
理

解
し
て
い
る
が
、
一
方
で
近
年
、
全
国

的
に
児
童
生
徒
の
事
故
、
事
件
等
も
発

生
し
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
へ
の

配
慮
も
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
教
育
委

員
会
、
学
校
等
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

避
難
場
所
や
避
難
経
路
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
自
主
防
災
組
織
等
と
協
議

し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

災害時の備蓄品の管理体制は？　
　台帳を作成し、保存年限をもとに
　　　　　検査・交換をしている/井上総務課長

川島　巧  議員
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漬
物
製
造
を
町
内
で　

支
援
す
る
考
え
を
聞
く

問　
販
売
が
許
可
制
と
な
り
、
6
月
以

降
、
食
品
衛
生
法
改
正
を
受
け
、
5
月

31
日
ま
で
に
奈
半
利
町
で
は
17
軒
の
生

産
者
、
う
ち
15
軒
の
生
産
者
が
調
理
場

の
設
備
改
修
費
用
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
、

自
宅
な
ど
で
手
作
り
す
る
高
齢
者
ら
の

許
可
取
得
が
進
ま
な
い
。

　
町
内
に
数
カ
所
、
各
地
区
に
生
産
設

備
、協
同
の
加
工
施
設
が
で
き
な
い
か
。

高
齢
者
た
ち
の
貴
重
な
収
入
で
あ
り
、

ま
た
生
き
が
い
で
あ
る
。
健
康
の
元
に

も
な
っ
て
い
る
。県
に
対
応
策
を
聞
き
、

補
助
金
は
活
用
で
き
な
い
か
聞
く
。

答　
大
西
地
方
創
生
課
長

　

県
が
創
設
し
て
い
る
「
高
知
県
食
品

加
工
継
続
支
援
事
業
」
の
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
営
業
許
可
の
取
得
に
必
要
な

専
用
の
調
理
場
の
整
備
に
関
し
て
、
法

改
正
前
の
令
和
３
年
６
月
１
日
以
前
か

ら
、
自
宅
や
共
同
施
設
で
漬
物
等
を
製

造
し
販
売
し
て
い
た
方
の
み
を
対
象

に
、
市
町
村
が
事
業
者
に
負
担
し
た
金

額
の
１
／
２
以
内
で
、
補
助
上
限
額
と

し
て
、
個
人
で
整
備
す
る
個
別
施
設
に

は
50
万
円
を
、
ま
た
、
共
同
施
設
に
は

1
0
0
万
円
を
補
助
す
る
支
援
を
、
本

年
12
月
末
ま
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。こ
の
支
援
策
の
活
用
に
関
し
て
は
、

町
内
店
舗
に
出
品
し
て
い
た
生
産
者
の

方
で
、５
月
末
で
や
め
ら
れ
た
方
か
ら
、

生
産
販
売
の
再
開
に
向
け
た
営
業
許
可

取
得
に
関
す
る
意
向
や
要
望
等
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
生
産
者
の
方
々
に

対
す
る
支
援
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
園
の
水
飲
み
場
の　

維
持
管
理
に
つ
い
て

問　
今
、世
界
的
に
異
常
気
象
が
続
き
、

今
年
は
特
に
温
度
は
高
く
、
暑
い
日
が

早
く
か
ら
続
き
、
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
水
分
補
給
が
大
変
重
要

で
あ
る
。

　
町
内
数
カ
所
の
公
園
の
水
飲
み
場
な

ど
が
数
年
間
も
壊
れ
て
放
置
さ
れ
、
維

持
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
。
早
急
に
取

り
組
み
、
補
修
、
修
理
を
す
べ
き
と
考

え
る
。
子
ど
も
た
ち
の
命
を
考
え
て
、

教
育
委
員
会
は
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

考
え
、
問
題
点
を
探
し
、
早
期
に
要
請

し
、取
り
組
み
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

答　
寺
村
住
民
福
祉
課
長

　

当
町
で
は
、「
六
本
松
児
童
遊
園
」、

「
法
恩
寺
児
童
遊
園
」、「
な
は
り
中
央

公
園
」、「
浜
辺
神
社
前
児
童
遊
園
」、

「
天
神
西
児
童
遊
園
」、「
六
区
児
童
遊

園
」
を
児
童
遊
園
と
し
て
、
条
例
に
位

置
づ
け
て
、
設
置
し
て
い
る
。
管
理
状

況
に
つ
い
て
、
今
回
、
ご
質
問
を
頂
く

前
の
直
近
で
は
、
令
和
５
年
１２
月
に
各

児
童
遊
園
を
巡
回
し
て
状
況
を
確
認
し

た
。
そ
の
際
に
、
水
飲
み
場
に
つ
い
て

も
確
認
を
し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

確
認
よ
り
半
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

と
、
ま
た
、
従
前
よ
り
利
用
状
況
等
を

鑑
み
て
、
給
水
停
止
を
し
て
い
る
児
童

遊
園
も
あ
っ
た
の
で
、
再
度
状
況
を
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

答　
五
味
教
育
次
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校
管
理

が
主
管
と
な
る
こ
と
か
ら
学
校
外
の
事

に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い
面
が

あ
る
。
今
後
は
町
の
公
園
の
こ
と
に
つ

い
て
も
、
児
童
生
徒
に
対
し
熱
中
症
対

策
等
の
指
導
、
教
育
含
め
、
住
民
福
祉

課
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

公
園
の
椅
子
の
管
理
に

つ
い
て

問　
公
園
の
椅
子
が
木
造
で
作
ら
れ
て

約
30
数
年
が
過
ぎ
、
一
部
は
壊
れ
て
崩

壊
し
て
い
て
、
一
部
が
腐
り
、
数
年
間

も
放
置
さ
れ
て
い
る
。

　
保
護
者
か
ら
は
木
の
小
さ
な
と
げ
が

複
数
、
手
、
ま
た
ズ
ボ
ン
の
上
か
ら
お

尻
に
刺
さ
り
、
け
が
を
し
た
と
訴
え
が

あ
る
。

　
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
、
ま
た
公

衆
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
憩
い
の
場
で

あ
り
、
公
園
の
管
理
は
大
変
重
要
で
あ

る
。
取
り
組
み
を
求
め
る
。

答　
寺
村
住
民
福
祉
課
長

　

公
園
の
椅
子
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
度
は
法
恩
寺
児
童
遊
園
の
ベ
ン
チ
の

一
部
を
修
繕
、
令
和
５
年
度
は
天
神
西

児
童
遊
園
の
一
部
の
ベ
ン
チ
を
撤
去
し

た
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
老
朽
化
し

て
い
る
す
べ
て
の
ベ
ン
チ
に
対
応
が
で

き
て
い
な
い
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
現

地
を
確
認
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
対

応
を
す
る
。

　

公
園
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
従
来
年

１
回
程
度
の
巡
回
と
し
て
い
た
が
、
巡

回
数
を
増
や
す
な
ど
し
て
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町内の公園の維持管理について
　巡回回数を増やすなどして
　　維持管理に努めていきたい/寺村住民福祉課長

中川　和明  議員

◀ 議会だより　VOL.19115



自殺予防対策のお知らせ

いのちＳＯＳいのちＳＯＳ

チャイルドラインチャイルドライン

こころの健康相談統一ダイヤルこころの健康相談統一ダイヤル

いのちの電話いのちの電話

よりそいホットラインよりそいホットライン

No.356　なはり広報　▶ 16



滞納者と保証人には催告書を送付します！
※滞納ゼロをめざして【その２】※

➡　今月から来月にかけて、住宅や水道の使用料などの滞納者には順次催告書を送付します。
　　これは、支払い義務を果たしていない方に改めて納付請求をするもので、全ての滞納者がその対象で
す。

　　仮に、催告書記載の納付期限までに納付されない場合には、厳正な対応として法律に基づく強制徴収
措置に移行します。

　　また、徴収専門組織「安芸租税債権管理機構」へ徴収業務を移管することもあります。

〇 なぜ催告書を送っているの？

➡　滞納者の財産から強制的に徴収するもので、差し押さえと売却が主なものです。
　　（住宅や水道使用料などは裁判所の強制執行となり、その経費も取り立てます）

〇 強制徴収措置とはどんなこと？

➡　住宅使用料や奨学資金等には、連帯保証人による支払保証が付されています。
　　このため、保証人には当然に債務者同様の支払い義務が生じます。
　　よって、滞納者と同様に請求し、滞れば強制徴収となります。

〇 保証人も払わないといけないの？

➡　納付困難な場合には、その事情を踏まえた対応も必要です
　　　・生活困窮で納付できない　　　・納付するが期限後になる
　　納付困難なことが分からなければ、そのまま次の強制措置に移ることもあり得ます。
　　よって、納付期限までには必ず下記へ連絡をお願いします。

　　
　　なお、納付書を失くした場合、滞納額などは各担当にお問い合わせください。 

〇 納付困難な場合はどうすればよいの？

総務課　　債権回収担当　　浜田　　38ー4011

債権名 担当課 担当者  電話番号 債権名 担当課 担当者 電話番号

住宅料 住民福祉課  浜渦 38ー4012 奨学資金 

教育委員会

 
長谷川

 

38ー8188水道料 地域振興課  安岡 38ー8182 給食費  
天野

       授業料  

公益財団法人高知県市町村振興協会

◀ なはり広報　No.35617



予防（マダニに咬まれない）のポイント

マダニとは

体調が悪くなったら

もしマダニに咬まれたら

高知県内の発生状況
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予防（マダニに咬まれない）のポイント

マダニとは

体調が悪くなったら

もしマダニに咬まれたら

高知県内の発生状況

◀ なはり広報　No.35619



４０
歳
〜
７４
歳
の
奈
半
利
町
国
保
に
加
入
の
皆
さ
ま
へ

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を

　
　
　
　
　受
診
し
ま
し
ょ
う

　
あ
な
た
は
毎
年
、
特
定
健
康
診
査
（
特
定

健
診
）
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

　
健
診
の
目
的
は
、
か
ら
だ
の
異
常
を
早
期

発
見
し
早
期
治
療
す
る
こ
と
と
、
体
の
状
態

を
知
っ
て
健
康
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
行
い
、
次
の
健
診
で
そ
の
成
果
を
確
認

す
る
こ
と
で
す
。
今
回
異
常
が
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
１
年
後
に
は
病
気
の
芽
が
育
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
定
期
的
に
健

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
健
診
を
受
診
さ
れ
て
な
い
国
保
の

対
象
者
の
方
に
は
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
健
診
を
受
診
し

て
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き
し
た
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

・
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
40
〜
74
歳
の
人

　
※
本
年
度
中
に
40
歳
に
到
達
す
る
人
（
昭

和
59
年
４
月
１
日
〜
昭
和
60
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
人
）
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
受
診
で
き
る
と
こ
ろ

●
特
定
健
診
実
施
に
つ
い
て

　
7
月
29
日
・
30
日
に
奈
半
利
町
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
特
定
健
診
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
受
診
者
は
2
日
あ
わ
せ
て
約
１
９
５
人
と

多
く
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
回
の
特
定
健
診
は
11
月
24
日
（
日
）
で

す
。ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
受
診
を
し
、

自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

★
よ
り
多
く
の
人
に

　健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

　
特
定
健
診
を
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い
人

を
対
象
に
、
電
話
や
訪
問
に
よ
る
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
75
歳
以
上
の
人
へ

　
対
象
者
の
方
へ
、
水
色
の
封
筒
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
健
康
診
査
の
受
診
券

と
案
内
が
届
き
ま
す
。

★
国
保
以
外
の
保
険
に

　
　
　
　加
入
し
て
い
る
人
へ

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、
各
医
療

保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
隔
年
受
診
者
の
方
へ

　
今
年
度
は
隔
年
受
診
者
（
毎
年
健
診
を
受

診
し
て
い
な
い
方
）に
対
し
て
、
町
の
委
託
す

る
業
者
（
ジ
ェ
イ
エ
ム
シ
ー
株
式
会
社
）
が
、

受
診
意
向
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
の
た
め

に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

健やか犬
　健（ケン）犬（ケン）

健康づくり声かけ隊長
　　　　　　古江掛増代

　　
奈
半
利
町
役
場
住
民
福
祉
課

☎
（
38
）
8
1
8
1

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
集 

団 

健 

診
　　
　
　

◆
健
診
日

　
11
月
24
日（
日
）※
午
前
の
み

◆
健
診
場
所

　
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
中
芸
5
カ
町
村
ど
こ
の
健
診
会
場
で

も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、健
康
カ
レ
ン
ダ

ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
個 

別 

健 

診
　　
　
　

◆
健
診
日

　
希
望
す
る
時
期
に
受
診
で
き
ま
す
。

◆
健
診
場
所

　
県
内
の
登
録
医
療
機
関
で
受
診
で
き

ま
す
。

※
医
療
機
関
で
の
受
診
に
際
し
て
は
、予

約
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
持
ち
物

　
①
保
険
証
　
②
受
診
券
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お
知
ら
せ

奈半利町インフルエンザ予防接種の助成について奈半利町インフルエンザ予防接種の助成について

【問い合わせ先】　奈半利町住民福祉課　☎３８－８１８１

　インフルエンザの発病や重度化を防止するための予防接
種の助成事業についてご案内をいたします。

　　インフルエンザ予防接種費用のうち2,000円の補助があります（１回のみ）。

　＊接種期間：令和6年10月1日～令和6年12月31日（委託医療機関の休診日を除く）
　＊インフルエンザ予防接種実施後、領収書（原本）を添えて令和6年3月末までに役場へ補助

申請をしてください。
　　振込先の登録が必要です。通帳、印鑑をお持ちください。
　＊領収書には、①接種日②接種者の氏名③医療機関名④医療機関の領収印⑤但し書き「インフ
ルエンザ予防接種代」の記入が必要です。

　自己負担（1,100円）を事前申請により無料で接種す
ることができます。（１回のみ）
　＊接種期間：令和6年10月1日～令和6年12月31日
　　（委託医療機関の休診日を除く）
　＊60歳～64歳で心臓や腎臓などの内部疾患で障害等1級か同程度として医師の診断で確認

できる方も対象となります。
　＊免除を受けるためには、自己負担金免除証明書が必要です。接種する前に役場で申請
をしてください。申請には印鑑が必要です。

奈半利町にお住まいの65歳以上の方：事前申請

奈半利町にお住まいの1歳～64歳の方

奈半利町新型コロナワクチン予防接種の助成について奈半利町新型コロナワクチン予防接種の助成について

【問い合わせ先】　奈半利町住民福祉課　☎３８－８１８１

　新型コロナウイルス感染症による重度化を防止するための予防接種の助成事業について
ご案内をいたします。

　　新型コロナワクチン予防接種費用のうち2,000円の補助があります（１回のみ）。

　＊接種期間：令和6年10月1日～令和7年1月31日（委託医療機関の休診日を除く）
　＊新型コロナワクチン予防接種実施後、領収書（原本）を添えて令和7年3月末までに役場へ
補助申請をしてください。

　　振込先の登録が必要です。通帳、印鑑をお持ちください。
　＊領収書には、①接種日②接種者の氏名③医療機関名④医療機関の領収印⑤但し書き「新型コ
ロナワクチン予防接種代」の記入が必要です。

　自己負担（3,300円）を事前申請により無料で接種することができます。（1回のみ）
　＊接種期間：令和6年10月1日～令和7年1月31日（委託医療機関の休診日を除く）
　＊60歳～64歳で心臓や腎臓などの内部疾患で障害等1級か同程度として医師の診断で確認

できる方も対象となります。
　＊免除を受けるためには、自己負担金免除証明書が必要です。接種する前に役場で申請
をしてください。申請には印鑑が必要です。

奈半利町にお住まいの65歳以上の方：事前申請

奈半利町にお住まいの1歳～64歳の方
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お
知
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せ

令和6年度奈半利町住宅用太陽光発電設備
　　及び蓄電システム等導入費補助金のご案内
令和6年度奈半利町住宅用太陽光発電設備
　　及び蓄電システム等導入費補助金のご案内

　令和6年度から次の補助対象者に対して予算の範囲内で補助金の交付を行います。

■補助対象者
　⑴奈半利町の住民基本台帳に記載されている者
　⑵町内の専用住宅に太陽光発電設備及び蓄電システムもしくはＶ２Ｈのいずれかを設置また

は、既に太陽光発電設備を導入している場合であって新たに蓄電システムもしくはＶ２Ｈ
を導入する個人

　　※太陽光発電設備のみの設置については補助対象になりません。
■補　助　額　補助金の額は次のとおりです。

　あなたのお家、放っておいては、もったいないと思います。
　空き家バンクに登録してあなたのお家、有効活用しませんか。
　奈半利町では人口減少・空き家対策の取り組みとして、空き家の調査と情報提供を行っております。
　近年では、空き家の増加が社会問題となっています。空き家は定期的な管理や補修などを行わずに
そのまま放置してしまうと、老朽化が進み災害時には倒壊などにより避難路をふさいでしまうことも
考えられます。また、害獣や害虫による生活環境の悪化・防犯上の不安など、さまざまなことで近隣の
方に迷惑をかけることにもなります。
　空き家を所有されている方は、空き家バンクに登録をしてあなたの資産を有効に活用してみてはどうでしょうか。

　　●お問い合わせ先　　地方創生課　TEL：0887 ー 38ー 7775

太陽光発電設備　　太陽電池モジュールの最大出力の最大合計値（単位はkwとし、小数点第2
位未満を切り捨てる）に4万円を乗じて得た額とし、その額が20万円を超
える場合は、20万円とする。

蓄電システム　　　補助対象設備を蓄電システムとする場合、蓄電容量（単位はkWhとし、小
数点第2位未満を切り捨てる）に4万円を乗じて得た額とし、上限を1件当
たり40万円とする。

Ⅴ２H 補助対象設備を電気自動車等充給電設備（V2H）とする場合、以下のいず
れか少ない方とし、上限を1件当たり30万円とする。

 ア　次世代自動車振興センターが行うV2H充放電設備補助金における銘
　　柄ごとの補助金交付上限額に0．4を乗じた金額

 イ　電気自動車等充給電設備（V2H）の購入費（税抜）に0．2を乗じた金額

■申 請 期 限　令和7年2月28日まで（令和7年3月20日までに実績報告書の提出が完了するものに限ります）

あなたの　　は大事な資産ですあなたの　　は大事な資産です
空き家を所有されている皆様へ

●お問い合わせ先　　奈半利町役場　地方創生課　高知県安芸郡奈半利町乙1659番地１
　　　　☎0887 ー 38ー 7775　　担当：久保　前田
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お
知
ら
せ

　倒壊や火災により周囲の住民に被害を及ぼ
す恐れのある老朽化住宅（建築物）の除却を
行うものに対し、予算の範囲内において除却
工事に要する経費の一部を補助します。
※当該住宅の取り壊し費用、廃棄物処分費用（家
具の搬出、処分にかかる費用を含む）

○住宅耐震改修事業について

＜改修までの流れ＞

○ブロック塀等の改修事業について

○老朽化住宅除却事業について

　地震・津波等から避難する対策として避難路を確保
するために、ブロック塀等の改修事業を実施しています。
　地震時に倒壊の危険のあるブロック塀等の撤去や改
修にかかる費用に対して補助をするものです。対象は、
避難路に面しているブロック塀等（無筋・控壁、レンガ造、
石積みを言います。）が対象となります。

お問い合わせは、
奈半利町役場総務課まで （３８－４０１１）

※事業費の4/5以内

対象 昭和５６年５月３１日以前に建てられた、
木造・非木造家屋（居宅であること）

対象住宅の所有者申請者

補助金（上限）
40万 7千円

補助金（上限）
160万円

補助金（上限）　33万円
【例】木造家屋の場合
現在、耐震設計をされた方の設
計費用は、平均で33万円です。

耐震設計
補助金（上限）　165万円
※昭和５６年以降に建てられれ
た家屋でも診断により耐震性
がないと診断された場合は改
修の補助金が使えます。 

耐震改修

※耐震診断を行うと、おおよ
その工事費が分かります。

耐震診断
木造住宅　個人負担無料

　当町では、南海地震対策のひとつとして住宅の｢耐震
診断｣「耐震改修」「耐震改修工事」の事業を支援してい
ます。
　地震・津波から避難するには、まず皆さまが住んでいる
ご自宅の耐震化が必要ですので、お気軽にお問い合わ
せください。

ご自宅の耐震大丈夫ですか？ご自宅の耐震大丈夫ですか？

奈半利町出会い支援事業補助金のご案内奈半利町出会い支援事業補助金のご案内

☆お知らせ☆
　令和6年度より耐震改修は165万円
に、ブロック塀は40万7千円に補助金の
上限を増額しております。
　この機会にぜひご活用ください。

※Ｓ56年以降に建てられた家屋でも診断により耐震性
がないと診断された場合は改修の補助金が使えます

　奈半利町では子どもの出生数が毎年減少しつつあります。また、令和５年１月
末には奈半利町の人口が3,000人を下回るなど、人口減少・少子高齢化問題はさ
らに深刻化しています。当町ではこの課題解決に向けて、結婚から子育てまで幅
広い支援を行っておりますので、結婚への意欲がある方、まずは当補助金をぜひ
ご活用ください。
　この補助金は、事後申請型とし、民間の結婚相談所（以下、「結婚相談所」と
いう）及び高知県が実施する出会い結婚支援事業のマッチングシステム（以下、
「マッチングシステム」という）へ入会登録した者に対して予算の範囲内で入会
金及び登録料の一部の補助を行います。

■補助対象者
（１）18歳以上39歳以下の独身者（高校生を除く）
（２）令和６年10月１日以降に初めて入会登録した者
（3）結婚相談所、マッチングシステムへの登録時点

において奈半利町に住所を有する者であり、か
つ、今後も町内に在住する意思があること

（４）町税等を滞納していないこと
■補助額
　補助金の額は、入会登録料と同額とする。ただ
し、結婚相談所の入会登録料に係る補助金の額は
５万円を上限とする。

■補助対象
　補助対象となる結婚相談所は次に掲げる連盟等
のいずれかの加盟店かつ高知県内に事業所を構え
るものに限る。
（１）日本ブライダル連盟（BIU）
（２）日本結婚相談所連盟（IBJ）
（３）全国結婚相談事業者連盟（TMS）
（４）日本仲人連盟（NNR）
（５）日本仲人協会（NK）
（６）こうち結婚推進協会
（７）その他、町長が認める連盟等
■申請期限　　 令和６年２月 28日まで

奈半利町の出生数
 年度 出生数
 Ｒ１ 19
 Ｒ２ 16
 Ｒ３ 17
 Ｒ４ 11
 Ｒ５ ６

【お問い合わせ先】　奈半利町地方創生課　TEL:0887－38－7775
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お
知
ら
せ

守ってください。飼育のマナー守ってください。飼育のマナー

●飼い犬の登録等手続きはしていますか？
　飼い犬の登録と狂犬病予防注射は飼い主の義務です。犬を飼い始めたら住民福祉課または動
物病院で登録をし、犬鑑札の交付を受けてください。　※登録手数料：３，０００円
　また、飼い主の住所が変わった・他の人に犬を譲った・犬が亡くなった等の際にも手続きが必
要です。

●鳴き声に注意しましょう
　犬が吠えるのは何らかの理由があります。
　①何かを要求している時は、犬に背を向けて無視し、吠えるのをやめたら褒めます。
　②散歩に行ったり満足できる量の運動をすると、おとなしく休むことがあります。
　③訪問者等に吠える時は、あらかじめ外が見えないように工夫してみましょう。
　解決が難しい場合は、専門家に相談しましょう。

●飼い犬が逃げてしまったら
　迷子になった犬が保護されている可能性があります。できるだけ早く連絡してください。
　・奈半利町住民福祉課 【電話】０８８７－３８－４０１２
　・安芸福祉保健所 【電話】０８８７－３４－１１５８
　・安芸警察署　奈半利駐在所 【電話】０８８７－３８－４８５４
　連絡する際は犬の名前、犬種、毛色、特徴、鑑札番号、首輪の有無等を聞かれることがあります。

　「誰にも見られてないから大丈夫」
　そんな気持ちで、ペットのふんを放置していませんか？ペットを飼っている方の多くは、飼育について
のモラルが高く、散歩中のペットのふんは必ず持ち帰るなど、マナーを守っていると思います。
　しかし、一部の心ない飼い主が、ふんなどを道路や公園に放置し、周辺住民に大変な迷惑をかけ
ていることも事実です

　飼い犬は私たちの生活に安らぎを与えてくれる大切な存在です。一方で、役場には犬の飼育ルールやマ
ナーに関する苦情や相談が多く寄せられています。また、犬が怖い・苦手・アレルギーがある人もいます。
　気づかないうちに、周囲の人に迷惑をかけていないか、愛犬との生活を振り返り、愛情と責任を持って、最
期まで飼いましょう。

　国の仕事や手続き、サービスについて、困っていることがありましたら、総務省の行政相談をご利
用ください。
　総務省では、多くの皆さんに行政相談を利用していただけるよう9月～10月を「行政相談月間」と
位置付け、各種の行事を行っています。
　当町においても、次のとおり、総務大臣の委嘱を受けた行政相談委員が「一日行政相談所」（無料・
秘密厳守）を開設しますので、お気軽にご相談ください。
　　■日　　時　１０月１７日（木）10時～15時　　■場　　所　保健センター相談室
　　■行政相談委員　田所　大池

　　●お問い合わせ先　　高知行政監視行政相談センター　TEL：088－824－4100

行政相談月間（9月～10月）～ 困ったら一人で悩まず行政相談！ ～行政相談月間（9月～10月）～ 困ったら一人で悩まず行政相談！ ～

医療保険・年金 道　　路 相談窓口

医療保険や年金のこと
について教えてほしい

国道の危険箇所を
改修してほしい

手続きや申請をどこにした
らよいか教えてほしい

国の仕事や手続き、サービスについて、困っていることがありませんか？
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令和６年度
奈半利町新たな住民税非課税世帯等給付金のご案内
令和６年度
奈半利町新たな住民税非課税世帯等給付金のご案内
　物価高騰により影響を受けている下表①～③の世帯の世帯主を対象に給付金を支給します。
　なお、世帯全員が定額減税前の住民税均等割課税者の被扶養者である世帯や、令和５年度住
民税非課税世帯または均等割のみ課税世帯等に対する給付金の支給対象であった世帯は、下表
①～③の給付金の支給対象になりません。

定額減税補足給付金（調整給付）のご案内定額減税補足給付金（調整給付）のご案内

　令和６年分所得税・令和６年度個人住民税において、定額減税が実施されています。減税し
きれないと見込まれる方を対象に、差額分を給付金として支給します。

支給金額対　象

次のいずれにも該当する世帯
•令和６年６月３日時点で本町に住民登録がある世帯
•新たに令和６年度住民税均等割の非課税者のみで構成され
る世帯

次のいずれにも該当する世帯
•令和６年６月３日時点で本町に住民登録がある世帯
•新たに令和６年度住民税所得割（定額減税前）が課されてい
ない者のみで構成される世帯

①②の対象世帯のうち、平成１８年４月２日以降生まれの子ども
がいる世帯

10万円

10万円

５万円×対象の
子ども人数

①

②

③

■申請方法
　対象と見込まれる世帯の世帯主に対して、令和６年９月初旬に「確認書」を郵送しています。内容を
ご確認いただき、必要事項を記入・必要書類を添付のうえ、返信用封筒にてご返送ください。

■提出期限：令和６年 10月 31日（木）　※当日消印有効

【問い合わせ先】　総務課　電話：0887-38-4011

■対象
　次の（１）（２）に該当する方
（１）納税者本人と扶養親族（配偶者含む）の数から算定される減税額が「令和６年分推計所得税額」

または「令和６年度分個人住民税所得割額」を上回る（減税しきれない）方。
（２）令和５年中の合計所得金額が 1,805 万円以下の方。

■給付額
　次のアとイの合計額を万単位に切り上げた額
　ア．「所得税定額減税可能額」－「令和６年分推計所得税額」
　イ．「個人住民税所得割定額減税可能額」－「令和６年度個人住民税所得割額」
　　※対象者ごとに異なります。

■申請方法
　対象と見込まれる方に対して、令和６年９月初旬に「確認書」を郵送しています。内容をご確認い
ただき、必要事項を記入・必要書類を添付のうえ、返信用封筒にてご返送ください。
　提出期限：令和６年 10月 31日（木）※当日消印有効

【問い合わせ先】　総務課　電話：0887-38-4011
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ごみ出しのルールとマナーを守りましょうごみ出しのルールとマナーを守りましょう
　ごみの分別やごみステーションの利用について、相談や苦情が寄せられています。ごみ出しのルールや
マナーが守られていないと、適切に資源化ができなかったり、処理施設での事故につながる恐れがありま
す。

　ごみステーションに放置されたごみや散乱しているごみは誰かが片付けています。自身
で出したごみが何らかの理由で収集されなかったときは、ごみステーションに放置せずに
必ず持ち帰りましょう。

1. 時間を守りましょう
　ごみは、決められた収集日当日の朝8時まで
にごみステーションに出してください。前日の夜
や収集後に出すと、野良猫やカラス等に荒らさ
れて、ごみが散乱する原因になったり、近隣の方
の迷惑になります。

2． 収集日を守りましょう
　ごみの種類によって収集日が異なります。決
められた収集日以外にごみを出すと収集でき
ずに放置され、付近の衛生環境や景観が悪く
なり、近隣の方の迷惑になります。

3． 決められた場所へ
　お住まいの地域で決められた場所に出しま
しょう。ごみステーションは共同で使用してい
ます。マナーを守って使用しましょう。

4． 異物は出さない
　「少量だから大丈夫」ではありません。例え
ばビン・缶の収集にガスボンベやスプレー缶が
混入していたり、洗浄されていないまま出され
ていると大きな事故につながったり選別作業
による手間・費用が発生します。

5． ステーションの出し方について
　ステーションの範囲内であっても、カゴや
ネットの中に入れていない、指定袋に入れてい
ない等のルールが守られていないことがあり
ます。ルールが守られていないと収集できな
いため、近隣の方の迷惑となります。

6． クリーンセンターへの持ち込み手数料無料
日について
　一般ごみと粗大ごみはクリーンセンターへ
直接持ち込むこともできます。
　毎週水曜日には持ち込み手数料が無料と
なっています。

７．祝日のごみ収集について

　祝日は一般ごみ（可燃ごみ）のみの収
集となっております。ほかのごみはステー
ションに出されても収集できません。（粗
大ごみやペットボトル等）

　○10月の祝日：14日

　〇11月の祝日：4日

乳幼児健診日程乳幼児健診日程

■乳幼児健診

　受　　付／ 12：45～13：15　　診　　察／ 14：00～

■1歳6カ月健診・3歳児健診

　受　　　付／ 12：45～13：15　　　　　歯科診察／ 13：30～14：00

　小児科健診／ 14：00～15：30

と　き 10月9日（水） 11月6日（水）

ところ  奈半利町防災センター

対　象 　　　　　4カ月、6・7カ月、10カ月、12カ月

と　き 

ところ 

対　象 1歳6カ月児（令和5年2月生まれ）
3歳児（令和3年6月生まれ）

1歳6カ月児（令和5年3月生まれ）
3歳児（令和3年7月生まれ）

10月9日（水） 11月20日（水）

奈半利町防災センター 奈半利町防災センター

対象の方には通知を
いたします。
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運動教室のご案内

教室の様子

参加費
無料大好

評

【持ち物】

【服装】

会場

時間
※11/12は受付時間に測定を行います
　お早めにお越しください。

。
１１／１２は、ゆがみの測定ができます

体のゆがみや、今後痛める可能性のある部位、
改善に効果的なエクササイズが分かります。

テレビや雑誌
でも話題♪

ゆがみチェックゆがみチェック

保健センター

タオル・水分補給のための飲み物
動きやすい服装

13：30～ 15：00
（受付13：00 ～）

10 月 ８日
11 月12 日
12 月 3 日
1月14 日

楽しく体を動かそう～運動のキホン～ 
ゆがみ改善！目指せ美姿勢
家でもできるながら運動

きれいな姿勢で！脂肪燃焼ウォーキング

火

火

火

火

曜日日程 テーマ

「運動したいけど１人だと続かない」
「運動の正しい方法がわからない」

等のお悩みはありませんか？
健康運動指導士から楽しく続けられる運動を学びましょう♪

参加者の声
「先生が面白くて楽しかった！」
「参加前に比べて姿勢が良くなった」

「ゆがみ改善のための運動を知れてよかった！」

健康運動指導士
岡田先生

講師紹介

いっしょに楽しく運動
しましょう。体の痛みや
運動のお悩みなど、
何でもご相談ください。

奈半利町総合美術展　作品募集奈半利町総合美術展　作品募集
　令和６年１１月３０日（土）～１２月６日（金）まで、
奈半利町民会館において、第５０回奈半利町総合
美術展を開催します。以下の期間におきまして、
作品を募集しておりますので、皆様の個性あふれ
る作品をお待ちしています。

〈問い合わせ先〉　奈半利町文化協会事務局（奈半利町教育委員会）　TEL：38-8188

■主　　催　奈半利町文化協会
■出品対象者　奈半利町に在住または勤務して

いる方（町外に在住の方の出品
を認める場合もあります。）

■搬入期間　令和６年１１月５日～１３日　午前９
時～午後５時（土日祝除く）

■出品点数　制限しない
■出 品 料　無料
　　　　　　※出品される際に、出品目録を

提出いただきます。

第５０回奈半利町総合美術展
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最低賃金改正のお知らせ 最低賃金改正のお知らせ 
　令和６年10月９日から高知県最低賃金は、

１時間　952円　です

　パワハラ、退職、解雇といった職場の問題でお悩みの方を対象に、国や県などの労働相談機
関等が合同で無料相談会を開催します。
　当日は、弁護士、司法書士、社会保険労務士といった専門家が面談または電話により相談を
お受けします。事業主の方も相談できますのでお気軽にご相談ください。
　
■相談日時：令和６年10月25日（金） 午前10時～午後５時
■面談場所：高知県庁北庁舎（高知市丸ノ内2－4－1)
　　　　　　※受付は4 階、高知県労働委員会事務局で行います。
■当日専用相談ダイヤル： 088－821－4661　※相談は事前予約優先、先着順です。
■予約申し込み•お問い合わせ：高知県労働委員会事務局　TEL　088－821－4645
■予約受付期間： ９月２日（月）午前９時～ 10月22日（火）午後５時

　この他、高知県労働委員会事務局では、随時ご相談をお受けしています。

　高知県司法書士会では、相続登記の申請義務化が本年４月１日に施行されたことを受け、
「相続登記相談会」を下記の要領で開催します。遺言や遺産分割協議、相続登記手続き全般に
つきまして、お気軽にご相談ください。

　　　■日　時：令和６年10月26日（土）　10時～13時
　　　■場　所：奈半利町町民会館　（安芸郡奈半利町乙1297番地1）
　　　■予　約：不要　　　■料　金：無料

【問い合わせ先】　高知県司法書士会　088ー825-ー3143

　　【最低賃金についてのお問い合わせ先】 　高知労働局賃金室　 ☎  088－885－6024

『Sマーク ＜標準営業約款制度＞』をご存じですか！『Sマーク ＜標準営業約款制度＞』をご存じですか！

無料合同労働相談会を開催します無料合同労働相談会を開催します

相続登記相談会を開催します相続登記相談会を開催します

　高知県では、理容・美容・クリーニングの3業種で、厚生労働
大臣の認めたルールに従って、安心・安全・清潔のサービスを
提供しているお店を、標準営業約款登録店舗とし、Ｓマークの
表示でお知らせしています。
　毎年11月を「標準営業約款普及登録推進月間」として、消費
者の皆様へはＳマークの周知、営業者の方には登録を呼びかけ
ています。
　お近くの店先を探してみませんか。
　お問い合わせは
　　（公財）高知県生活衛生営業指導センター
　　　　　　　　　（☎088－855－5100）までどうぞ。
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

お問い合わせ : 中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（安田町役場日本遺産推進室内）　☎30－1865　FAX30－1866
E-mail　yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP　https://yuzuroad.jp/ 　「ゆずとりんてつ」で検索

お問い合わせ : 中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（安田町役場日本遺産推進室内）　☎30－1865　FAX30－1866
E-mail　yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP　https://yuzuroad.jp/ 　「ゆずとりんてつ」で検索

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.86～

日本遺産　第3号認定　登録番号51

夏休み期間のゆずロードミュージアム開館ご来館について

　7月13日（土）～ 8月31日（土）の期間、通常は閉館の土・日曜日、祝日も含め毎日、ゆず
ロードミュージアムを開館しました。森林鉄道写真を見て懐かしむ方、ゆずに興味がある
方、プラレールで自由に遊ぶ親子連れなど、たくさんの方にご来館いただきました。
　土・日曜日、祝日の対応をしていただきました日本遺産中芸ゆずと森林鉄道ガイド会の
皆さま、展示にご協力いただきました皆さま、また、暑い中ご来館いただきました皆さま、
誠にありがとうございました。

今日はごめん・なはり線の日！に出展しました

　７月７日（日）に奈半利駅前広場で開催されたイベント「今日はごめん・なはり線の日！」に当
協議会も出展し、輪投げゲーム（お菓子付き）、日本遺産ゆずとりんてつポロシャツの受注販
売、ゆずとりんてつピンバッジの販売、パンフレット・チラシでのPRなどを行いました。
　朝から青天の下、たくさんのお客さんで賑わい、協議会ブースもたくさんの家族連れ・お
子さんに立ち寄っていただけました。お越しくださった皆さま、誠にありがとうございました。

第11回ゆずFeS開催します

　９月8日（日）～ 12月15日（日）の期間に、「中芸みんなの日本遺産体
験博　第11回ゆずFeS」を開催します。今回は、人気のゆず狩り・ゆず
搾り体験や魚梁瀬森林鉄道ガイドツアーのほか、初実施となるスプ
レーアートや海辺でのサウナ、鮎のつかみ取りなど、26の体験プログ
ラムを実施します。
　プログラムの詳細については、中芸地域やその周辺の観光施設な
どで配布しているパンフレット、もしくは右の予約サイトのQRコードを
読み取ってご確認ください。この機会に中芸の『食』・『文化』・『癒し』
『アクティビティ』をぜひご体験ください。

協議会出展の様子（輪投げ） 協議会出展の様子 ステージ鑑賞の様子

・Facebook・HP ・Instagram ・ガイドコース
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●
嗤
う
淑
女
シ
リ
ー
ズ

 

／
中
山
七
里

●
雇
わ
れ
刑
事
 

／
南
秀
男
 

●
眠
れ
ぬ
夜
の
ご
褒
美
 

 

／
標
野
凪
　
他
５
名

 

な
ど
な
ど

　〜
そ
の
他
〜

●
ま
だ
生
き
て
い
る（
新
装
版
）

 

／
佐
藤
愛
子
 

●
35
年
目
の
ラ
ブ
レ
タ
ー

 

／
小
倉
孝
保
 

●
戦
場
の
人
事
係
 
／
七
尾
和
晃
 

●
な
ぜ
働
い
て
い
る
と
本
が
読
め

な
く
な
る
の
か
 
／
三
宅
香
帆
 

●
恐
い
怪
談
 

／
松
原
タ
ニ
シ
 

●
92
歳
、毎
日
楽
し
く
老
い
て
ま

す
 

／
樋
口
恵
子
 

●
ア
ニ
ョ
ハ
セ
ヨ
韓
国
／
前
田
エ
マ
 

●
で
き
る
人
の
パ
ソ
コ
ン
仕
事
術

な
ん
と
効
率
10
倍
！

●
絶
景
の
夜
空
と
地
球

●
め
ま
い・フ
ラ
つ
き
を
治
す
特

効
療
法

●
夫
を
こ
っ
そ
り
痩
せ
さ
せ
る
く

ま
み
飯

●
着
物
や
古
布
か
ら
作
る
と
っ
て

お
き
の
リ
メ
イ
ク
服

●
誰
も
農
業
を
知
ら
な
い
①
②

 

／
有
坪
民
雄

●
進
撃
の
ド
ン
キ
 
／
酒
井
大
輔
 

●
竜
馬
が
ゆ
く
⑥
⑦
⑧

●
マ
マ
が
死
ん
で
よ
か
っ
た

 ／
ジ
ェ
ネ
ッ
ト・マ
ッ
カ
ー
デ
ィ
 

●
頂
を
目
指
し
て
 
／
石
川
祐
希
 

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
メ
ニ
ュ
ー

２
０
０

●
き
ょ
う
、ゴ
リ
ラ
を
う
え
た
よ

 

／
今
井
む
つ
み
[監
修
]

●
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
32
歳

が
は
じ
め
て
本
を
読
む

 

な
ど
な
ど

　〜
こ
ど
も
〜

●
ル
ル
と
ラ
ラ
の
か
み
か
み
グ
ミ

●
ほ
ね
ほ
ね
ザ
ウ
ル
ス
㉙
い
く

ぞ
! 

な
ぞ
の
王
国
ム
シ
ム
シ

ラ
ン
ド 

後
編

●
青
星
学
園
★
チ
ー
ム
Ｅ
Ｙ
Ｅ
–

Ｓ
の
事
件
ノ
ー
ト
⑱
⑲

●
絶
望
鬼
ご
っ
こ
㉔
さ
ら
ば
地
獄

鬼
ご
っ
こ

●
リ
ア
ル
鬼
ご
っ
こ
フ
ァ
イ
ナ
ル

〈
上
〉

●
12
星
座
男
子
②
星
空
キ
ャ
ン
プ

で
、恋
占
い
？

●
星
の
カ
ー
ビ
ィ
　
メ
タ
ナ
イ
ト

と
魔
石
の
怪
物

●
ゆ
う
や
け
に
と
け
て
い
く

 
／
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

●
ど
ん
ぐ
り
／
た
て
の
ひ
ろ
し
 

●
お
き
に
い
り
の
し
ろ
い
ド
レ
ス

を
き
て
レ
ス
ト
ラ
ン
に
い
き
ま

し
た

 

／
高
畠 

那
生
／
渡
辺 

朋

●
も
う
じ
き
た
べ
ら
れ
る
ぼ
く

 

／
は
せ
が
わ
ゆ
う
じ

 

な
ど
な
ど

　
そ
こ
で
ご
紹
介
す
る
の
は
、
東
京
堂
出
版
の「
く

ず
し
字
解
読
辞
典
」で
す
。

　
奈
半
利
町
で
開
催
さ
れ
て
い
る
『
地
域
学
芸
員

養
成
講
座
』の
古
文
書
講
座
で
紹
介
さ
れ
、受
講
者

に
は
も
ち
ろ
ん
、
興
味
が
あ
る
方
に
も
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
入
庫
し
ま
し
た
。

　
く
ず
し
た
字
の
形
か
ら
も
と
の
漢
字
が
わ
か

り
、
日
本
史
･
国
文
学
･
書
道
を
学
ぶ
人
な
ど
古

文
書
解
読
に
必
携
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
、
付
録
に

「
カ
タ
カ
ナ
一
覧
」「
ひ
ら
が
な
・
変
体
が
な
の
解
読
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
各
字
の
く
ず
し
方
を
５

通
り
以
上
示
す「
く
ず
し
字
用
例
辞
典
」も
入
庫
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ね
！

　
待
ち
遠
し
かっ
た
秋
が
や
って
き
ま
し
た
！

　
猛
暑
が
続
き
、意
欲
や
体
力
を
奪
わ
れ
た
方
も
多

かっ
た
は
ず
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
気
持
ち
の
赴
く
ま
ま
、ス
ポ

ー
ツ
や
読
書
、勉
学
に
も
励
ん
で
い
け
そ
う
で
す
ね
。

第171回
直木賞　・ツンデミック／一穂ミチ
芥川賞　・サンショウウオの四十九日／朝比奈秋
　　　　・バリ山行／松永Ｋ三蔵

9
月
入
庫
予
定
本

9
月
入
庫
予
定
本
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夏場の　食中毒　にご用心災害時のために、備えていますか?

 　災害発生からライフライン復旧まで１週間以上を要するケースが多くみられます。また、災害支援物資が
３日以上到着しないことや、物流機能の停止によって、１週間は食品が手に入らないことが想定されます。
　最低３日分～１週間分×人数分の食品の家庭備蓄が望ましいといわれています。

　普段の食品を少し多めに買い
置きし、消費した分を補充するロ
ーリングストック法で、手軽に備
蓄に取り組むことができます。

～家庭での備蓄例１週間分　大人１人の場合～

●ローリングストック法について
その3その2その1

1缶
食べたら

1缶補充

LL牛乳は常
温保存でき
るので便利!

チョコレートやビスケット
などの菓子類も大事

必需品

主食

主菜

副菜・その他

1 野菜は食べやすい大きさに切ります
2 ポリ袋に①とツナ缶としょうゆを入れて、ご飯の
時と同じように結び、ご飯のお鍋と一緒に入れ
て煮ていきます。葉物野菜は5分、根菜は30分
ほどでできます。

1 鍋底に熱でポリ袋に穴があかないように、鍋に
皿を敷きます。皿がなかったらザルでもOK。

2 米は無洗米でなくても大丈夫です。普通の米を
洗わずに使います。

3 ポリ袋の中に米と水を入れて空気を抜いて口の
近い所で結びます。

4 沸騰した鍋のお湯の中に③を入れ、30分程煮
たら出来上がり。

材料（1人分）

ポリ袋を使って、非常食レシピの紹介ポリ袋を使って、非常食レシピの紹介
白ごはん

ツナと野菜の煮物

米 …………………100ｇ     
水 ……………… 130ｍｌ 

材料（1人分）

ある物野菜で
例)キャベツ…大２枚ほど     

ツナ缶(水煮) …………1缶
しょうゆ ………… 小さじ1

引用：農林水産省　中国四国農政局　消費安全部　消費生活課　「食に関するBOOKお役立ち」

＊ポリ袋は外形250㎜×350㎜厚さ0.025㎜
「高密度ポリエチレン」または「湯せん調理可」と明記され
ているものを用意しましょう。

いざというときのために、
まずはここから食品備蓄
の確認をしましょう!

●できたらその袋のまま器に広げて食べ、食事が終わったら、器
にかぶせていたポリ袋を捨てるだけで、片付けも簡単です。
●沸騰した鍋のお湯は器具の消毒や冬場は湯たんぽのお湯に
も使えたり、鍋のお湯は何度でも使用できます。

★
作
り
方

★
作
り
方

炊飯器がなくてもご飯が炊けます
塩昆布や梅干しを入れると炊き込み風になります

ポリ袋ご飯を作りながら、一緒におかずも作れます

◀ なはり広報　No.35631
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夏
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暑
さ
ふ
き
と
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と
も
子

水
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し　

不
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滝
に　

涼
求
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り
子

 

◇　
　
　
　

◇

秋
夜
半　

涙
涙
の　

メ
ダ
ル
か
なさ

ち
子

稜
線
に　

秋
の
風
吹
き　

盆
踊
りち

　
え

墓
参
り　

賑
わ
い
み
せ
る　

盆
初
日

と
も
子

八
十
路
ゆ
く　

我
終
戦
の　

夏
生
れ

ま
り
子

お
よ
ろ
こ
び

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★
謹
ん
で

　お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
名

生
年
月
日

性
別

父

母

地
区
名

中
屋　

虹
音
R
6
・
６
・
２０

女

順
治

萌
衣
奈

下
長
田

つ
ゆ
草

全国地域安全運動 10月11日（金）～10月20日（日）全国地域安全運動 10月11日（金）～10月20日（日）

　安全で安心できる街づくりを目指して、全国一斉に実

施される「全国地域安全運動」。この期間中、安芸地区

地域安全協会と安芸警察署では、地域安全推進員をはじ

めとする地域の防犯団体等と連携して

「みんなで　つくろう　安心の街」

をスローガンに、各種地域安全活動を推進します。

　皆さんもこの機会に、地域の安全や家庭の防犯について確認し合い、

事件・事故のない安心安全な街づくり・家庭づくりに取り組みましょう。

●安芸地区地域安全協会・安芸警察署

　

７
月
号
に
掲
載
の
つ
ゆ
く
さ
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　

べ
ー
ス
音　

峰
に
こ
だ
ま
し　

山
笑
う　

さ
ち
子

お
詫
び
と
訂
正
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　７月４日（木）と１１日（木）の日にスクランブル
読書を行いました。スクランブル読書とは、こど
も園の職員が日頃担当していないクラスに入り
絵本の読み聞かせを行うことで、全クラスの子どもと関わることを目
的としています。子どもたちもいつもとは違う先生で少し緊張しなが
らも集中して絵本を見ていました。先生は子どもたち以上に緊張して
いたようです・・・　

　7月3日（水）安芸警察署の方に来てもらって防
犯教室をしました。知らない人・不審者に連れてい
かれそうになった時には、いかない・のらない・大
きな声を出す・すぐに逃げる・知らせる【いかのお
すし】を守ろうというのをお巡りさんと約束をしま
した。

　７月５日（金）に七夕集
会を行いました。七夕の
由来を聞いたりお願い事
をしたりしました。その
後にはお米や野菜なども
お供えをしてみんなで願

い事がかなうようにお祈りしました。その日の夜は、星空
を見上げてお願い事をしたかな・・・☆☆

こども園だよりこども園だよりこども園だより

防犯教室

七夕集会

スクランブル読書

◀ なはり広報　No.35633



こども園だよりこども園だよりこども園だより

　また今回はステージ発表
として年長児の太鼓とス
テ ー ジ シ ョ ー と し て
Sandwich Parlour　( サ
ンドイッチパーラー）とシャ
ボン玉アートを行い、にぎ
やかな発表となりました。
保護者の皆様のおかげも
あり子どもたちの笑顔がた
くさん見られました。来年
も楽しみが増えましたね。

　７月１３日（土）に夕涼み会を行いました。
天気も心配していましたが無事行うことが
できました。

　８月２日（金）にお
魚ふれ合い体験があ
りました。今回も奈
半利川淡水漁業協同
組合の方に協力して
いただき行うことが
できました。はじめ
はたくさんのお魚に
怖がる子どもの姿が
ありましたが、両手でつか
んだり魚と一緒に泳いだ
りする姿も見られていま
した。持ち帰ったアユはお
家で食べたかな…？

お魚ふれ合い体験

♥これからも元気にすくすく育ってね！

松村　蓮華ちゃん
令和5年12月18日　出生
父：澪斗さん　　母：麗杏さん

夕涼み会
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